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シマンテックソフトウェア使用許諾契約：シマンテックソフトウェア使用許諾契約：シマンテックソフトウェア使用許諾契約：シマンテックソフトウェア使用許諾契約：

重要：本ソフ トウェアをご使用になる前にこのライセンス契約の条
項をよ くお読み下さい。シマンテック ・ コーポレーションおよび／
またはその子会社 （「シマンテック」 といいます） は、 このライセ
ンス契約の全ての条項に同意されることを条件として、 本ソフ ト
ウェアをご利用になる個人、会社または法的主体であるお客様に対
しまして本ソフ トウェアの使用を許諾いたします。このライセンス
契約は、お客様とシマンテックとの間の法律上の強制力のある契約
です。 パッケージを開封すること、 封をはがすこと、 「同意」 また
は 「はい」 もし くは同意を意味する表示を電子的にクリ ックするこ
と、またはソフ トウェアをロードすることにより、お客様はこの契
約に同意したものとみなされます。 もし、お客様がこれらの条項に
同意されないときは、 「同意しません」 または 「いいえ」 もし くは
不同意を意味する表示をクリ ックし、本ソフ トウェアを使用するこ
とな く、 購入先の販売店に購入後 60 日以内に購入の証明とともに
製品をご返品ください。 引き替えに代金をご返金いたします。

1. 使用許諾契約1. 使用許諾契約1. 使用許諾契約1. 使用許諾契約

本使用許諾契約の対象となるソフ ト ウェア （以下、単に 「本ソフ ト
ウェア」 といいます） は、シマンテックおよび本ソフ ト ウェアの使
用許諾権者の所有物であり、 著作権法によって保護されています。
シマンテックは本ソフ ト ウェアの所有権を引き続き保持しますが、
本使用許諾契約に同意したお客様に、本ソフ ト ウェアの一定の使用
権を設定します。 このライセンスは、シマンテックがお客様に提供
するソフ ト ウェアのすべてのリ リース、修正および改良にも適用さ
れます。 このライセンスに付属し、 先立ちまたは遅れて、 シマン
テッ クのライセンス証書、 ライセンス ・ クーポンまたはライセン
ス ・ キー （それぞれを 「ライセンス ・モジュール」 といいます） に
よる修正がなされた場合を除き、本ソフ ト ウェアの使用に関するお
客様の権利義務は次のとおりです。

許諾事項許諾事項許諾事項許諾事項

A. 本ソフ ト ウェアのコピーを１つだけ１台のコンピュータで使
用すること。 ライセンス ・ モジュールがこのライセンス契約
に付属し、 先立ちまたは遅れて成立するときは、 そのライセ
ンス ・モジュールの定めるところによ り、 シマンテックがお
客様にライセンスする本ソフ ト ウェアのコピーをその許諾数
だけ作成することができます。お客様のライセンス・モジュー
ルは、このよ うなコピーを作成する権利の証明書となります。

B. 本ソフトウェアのコピーをバックアップの目的で1つだけ作
成すること。 または、 本ソフ ト ウェアをコンピュータのハー
ドディスクにコピーし、 オリジナルをバックアップの目的で
保管すること。

C. 本ソフ ト ウェアをネッ ト ワーク上で使用するこ と。 ただし、
ネッ ト ワークを介して本ソフ ト ウェアを使用できるすべての
コンピュータが、 本ソフ ト ウェアの使用を正式に許可されて
いる場合に限ります。

D. シマンテックに対する書面による通知の後、 本ソフトウェア
を他人 （法人を含む） に永久的に譲渡すること。 ただし譲り
受け人が本使用許諾契約に同意した場合に限ります。

禁止事項禁止事項禁止事項禁止事項

A. 本ソフト ウェアに付随しているマニュアルなどの文書をコピー
すること。

B. 本ソフトウェアの一部または全部を問わず、 再使用許諾、 貸
与、 またはリースをするこ と。 本ソフ ト ウェアのソースコー
ドを調べたり、 本ソフ ト ウェアを模倣した製品を作る目的で
リバース ・ エンジニアリング、 逆コンパイル、 逆アセンブ
ル、 修正、 翻訳、 その他の試みを行う こ と。

C. お客様が本ソフトウェアの代替セッ トまたはアップグレード
版をお受け取りになったのちに、 従前のバージョンまたはコ
ピーを使用されること。 ソフ ト ウェアのアップグレードに伴
い、 従前のバージョンのコピーは、 すべて破棄するものとし
ます。

D. このライセンス契約により提供された本ソフトウェアより新
しいバージョンを、 アップグレード保険を購入され、 または
別途その新しいバージョンの権利を取得されるこ となく使用
すること。

E. 複数のシマンテック製品を格納したメディアにより本ソフト
ウェアを受け取られたときに、 ライセンス ・ モジュールによ
り許諾されていない他のシマンテックのソフ ト ウェアを使用
すること。 または、

F. このライセンス契約が認めていない方法により本ソフトウェ
アを使用すること。

2.2.2.2. コンテンツのアップデートコンテンツのアップデートコンテンツのアップデートコンテンツのアップデート

一定のシマンテック ・ ソフ ト ウェアは、随時アップデート されるコ
ンテンツを利用しております （アンチウイルス製品は、ウイルス定
義を更新し、フィルタ リング製品は、URL リ ス ト を更新し、ファイ
アウォール製品は、ファイアウォールのルールを更新し、セキュ リ
ティの脆弱性の評価製品は、脆弱性データを更新する等。 これらの
更新を併せて 「コンテンツ ・ アップデート」 といいます。）。

お客様は、本ソフ ト ウェアに対するコンテンツ・アップデートをご
購入されたとき （本ソフ ト ウェアご購入当初から含まれていた場合
を含みます）、 本ソフ ト ウェアのアップグレード保険をご購入され
たとき、 コンテンツ・アップデートを含むメンテナンス契約をされ
たとき、 または、別途コンテンツ ・アップデートを受ける権利を取
得されたときは、その期間内、 コンテンツ ・アップデートを受ける
ことができます。 このライセンス契約は、記載された場合以外にコ
ンテンツ ・アップデートを受け、 または、使用することを許諾する
ものではありません。

3.3.3.3. 保証の限定保証の限定保証の限定保証の限定

シマンテックは、 本ソフ ト ウェアの引き渡しから 60 日間にわたっ
て、本ソフ ト ウェアの供給媒体に瑕疵がないことを保証します。 こ
の保証内容に違反する事態が生じた場合、お客様の唯一の救済方法
として、シマンテックは保証期間内に返送を受けた瑕疵のある媒体
の代品を提供するか、本ソフ ト ウェアのご購入代金の払い戻しをい
たします。ただし、どちらの方法を採るかはシマンテックが決定す
るものとします。シマンテックは本ソフ ト ウェアがお客様の要望に
かなう ものであること、本ソフ ト ウェアの操作に障害が発生しない
こと、および、本ソフ ト ウェアの内容に誤りがないことを保証する
ものではありません。

上記の保証がシマンテックの行う保証のすべてであり、商品価値を
有すること、 お客様の特定の目的にかなう こと、 および、 法律違
反・権利侵害が存在しないことを含む明示的、黙示的な一切の保証
に代わるものです。上記の保証は、お客様に特定の法的権利を付与
しますが、国によっては、法律でお客様にその他の権利が与えられ
ることがあります。

4. 免責4. 免責4. 免責4. 免責

州または国 （欧州経済圏のメンバー国を含む） によっては、付随的
または間接的損害に対する責任の制限または免除を認めていませ
ん。 その場合、次の制限または免責は、お客様に適用されないこと
があります。

適用を受ける法律により認められる 大限において、また、本使用
許諾契約で定める救済手段が主たる目的を達することができるかど
うかにかかわらず、シマンテックおよびそのライセンサーは、お客
様に対し、特別、間接的、付随的または類似の損害 （本ソフ トウェ
アの使用または使用不能によって生じ うる逸失利益、データ損失を
含みますが、 これらに限定されません） について、 シマンテックが
当該損害の可能性を通知されていたとしても、一切の責任を負いま
せん。

いかなる場合にせよ、シマンテックの賠償責任が、本ソフ トウェア
のご購入代金を超えることはありません。上記の責任限定・免責規
定は、お客様が本ソフ ト ウェアを返品するか否かにかかわらず適用
されます。

5.5.5.5. 米国政府の制限された権利米国政府の制限された権利米国政府の制限された権利米国政府の制限された権利

シマンテックの一切の製品および書類は、本質的に商業用です。本
ソフ ト ウェアおよびソフ ト ウェア関連書類は、 "Commercial Items"
（48 C.F.R. section 2.101 に定義） であり、 "Commercial Computer
Software" および "Commercial Computer Software Documentation" （48
C.F.R. section 252.227-7014(a)(5) および 48 C.F.R. section
252.227-7014(a)(1)　に定義され、 48 C.F.R. section 12.212 および 48
C.F.R. section 227.7202 で使用） によ り構成されます。 48 C.F.R.
section 12.212, 48 C.F.R. section 252.227-7015, 48 C.F.R. section
227.7202  ないし 227.7202-4, 48 C.F.R. section 52.227-14, その他 the
Code of Federal Regulations の関連セクションに従い、シマンテック
のコンピュータ ・ ソフ ト ウェアおよびコンピュータ ・ ソフ ト ウェア
関連書類は、エンドユーザーである米国政府に対し、他の一般エン
ドユーザーに対する場合と同様に、本契約の条項に従ってライセン
スされます。 製造者は、 シマンテック ・ コーポレーション （20330
Stevens Creek Blvd., Cupertino, CA  95014） です。

6. 輸出規制6. 輸出規制6. 輸出規制6. 輸出規制

本ソフ ト ウェアの輸出、再輸出は、米国の法令および他国の法令に
よって規制されています。禁止対象者リス トおよび米国政府の諸機



iv
関によって作成されたその他のリス ト記載の存在に対する本ソフト
ウェアの輸出、 再輸出は、 厳しく禁止されています。

7. その他7. その他7. その他7. その他

お客様が北米または南米にお住まいの場合、本使用許諾契約は、米
合衆国カリフォルニア州法が適用されます。その他の場合は、英国
法が適用されます。本使用許諾契約および関連するライセンス ・モ
ジュールは、本ソフ ト ウェアに関するお客様とシマンテックの間の
完全唯一の契約であり、 （i） 現在・過去の口頭・書面による本使用
許諾に関する全ての通信、 提示および表明にとって代わり、 かつ、
（ii） 当事者間の見積、申込、承諾または類似の通信における条項の
抵触または追加に優先するものとします。本使用許諾契約は、お客
様がいずれかの条項に違反したときに終了します。その場合、お客
様は、本ソフ ト ウェアの全てのコピーの使用を中止し、 これらを廃
棄しなければなりません。保証、損害および責任制限の免責は、契
約終了後も効力を存続します。本使用許諾契約は、 このライセンス
契約に付属しているライセンス・モジュールまたはお客様とシマン
テックが署名した書面によってのみ修正することができます。本使
用許諾契約にご質問があるとき、 または、理由にかかわらず、シマ
ンテックにご連絡があるときは、 : (i)Symantec Customer Service,555
International Way, Springfield, OR 97477, USA または、 (ii) Symantec
Customer Service Center, PO BOX 5689, Dublin 15, Ireland まで書面に
てお問い合わせください。
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Norton AntiVirus はウイルスを防止、 検出、 除去するための機能を備え

た、Windows コンピュータのための総合的なウイルス対策ソフ ト ウェア

です。データを安全に守るために自動的に感染ファイルを見つけて修復

する働きがあ り ます。インターネッ ト経由によるウイルス定義ファイル

サービスの簡単な更新によって Norton AntiVirus は 新の脅威に備えま

す。ワーム遮断とスク リプ ト遮断はウイルス定義ファイルがまだ作成さ

れていないと きに新種の脅威を検出して保護を強化します。

Norton AntiVirus の新機能
Norton AntiVirus 2003 で導入されたのはファイルの修復オプシ ョ ンと削

除オプシ ョ ンの拡張、インスタン ト メ ッセンジャーの添付ファイルに対

するウイルス防止、ワーム遮断、Norton AntiVirus オプシ ョ ンのパスワー

ド保護、保護活動の内容をわかりやすく表示するログビューアです。新

機能は次のとおりです。

ファ イルの修復と削除の機能拡張

Norton AntiVirus は修復可能なすべてのファイルをユーザーとの対話な

しで自動的に修復するよ うになり ました。ワームまたはト ロイの木馬を

見つける と Norton AntiVirus は感染ファイルを自動的に削除します。

インスタント メ ッ センジャーのサポート とオプショ ン

Norton AntiVirus は America Online、Yahoo!、MSN のインスタン ト メ ッセ

ンジャープログラムが受信したファ イルをスキャンするよ うにな り ま

した。 3 つのプログラムのいずれかまたはすべてのプログラムの受信

ファイルをスキャンするよ うに選択できます。 Norton AntiVirus は感染

ファイルを自動的に修復または検疫します。
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ワーム遮断

Norton AntiVirus は発信電子メールの添付ファイルをスキャンしてワー

ムの有無を調べ、 感染フ ァ イルがあればその送信前に警告し ます。

Norton AntiVirus がワームを遮断して適切な処理を提示するので、 電子

メールメ ッセージでワームを送信するのを防止できます。

パスワード 保護

Norton AntiVirusでオプシ ョ ン設定を制御するためにパスワードの設定、

変更、 リセッ トができるので、権限のないユーザーはウイルス防止の設

定を改ざんできません。

ログビューア

Norton AntiVirus はウイルス警告、 アプ リケーシ ョ ン、 エラーについて

の情報を整理します。 活動をいくつ記録したいかを決定してください。

ウイルスの働き
ソ フ ト ウ ェアのウ イルス と はユーザーの認知または許可な く コ ン

ピュータの動作を改変するよ うに意図的に書かれた寄生プログラムで

す。 ウ イルスは自己の複製をファ イルに付着します。 それが活動する

と、 フ ァ イルを損傷した り、 システムが誤動作する原因になった り、

メ ッセージを表示したり します。

コンピュータウイルスは実行可能ファ イルやマク ロ機能のあるデータ

ファイルに感染します。 ウイルスは感染したファイルを実行するか、感

染したファ イルが入っているディ ス クで起動するか、 感染したデータ

ファイルを開く までは活動しません。 いったんウイルスが活動する と、

少なく と もコンピュータのメモ リにロード され、アクセスしたディ スク

上のプログラム、 ファ イル、データファイル、 テンプレートに自己の複

製を付着します。一部のウイルスは、プログラムを壊したり、 ファ イル

を削除したり、ハードディ スク全体を消去するよ うに特にプログラ ミ ン

グされています。

すばやく伝染するマクロウイルス

マク ロは表計算ワークシート での計算やデータファ イルでの繰り返し

作業の自動化などをするために使われる単純なプログラムです。マクロ

は Microsoft Word やMicrosoft Excel のよ う なプログラムによって作成さ

れるファ イルに書かれます。

マク ロウイルス とはファ イルからファ イルに自己を複製するよ うに設

計された悪質なマクロプログラムです。多くの場合、データを変更また
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は破壊する可能性があ り ます。マクロウイルスはプラ ッ ト フォームを越

えて移動でき、 感染ファイルを開く と必ず伝染します。

本当の目的を隠すトロイの木馬

ト ロイの木馬とは実用性または （ゲームのよ うな） 娯楽性があるよ うに

見えるプログラムです。知らない人はつい実行したくな り ますが、実行

する とファ イルを損傷した り コンピュータにウイルスを送るなどの別

の目的が潜んでいます。

ト ロイの木馬は増殖や伝染はしないのでウイルスではあ り ません。ウイ

ルスではないため、 ト ロ イの木馬が入ったファ イルの修復はできませ

ん。 しかし、 コンピュータの安全性を確保するために Norton AntiVirus

はト ロイの木馬を検出してコンピュータから削除する働きをします。

領域を占有するワーム

ワームとは他のプログラムに感染しないで増殖するプログラムです。一

部のワームは自己をディ スクからディ スクに複製しながら伝染します。

特定の種類のファ イルを見つけてそれらを損傷または破壊しよ う と し

ます。 ワームはメモリ上でのみ増殖し、複製された無数のワームのすべ

てがいっせいに動作する と、 コンピュータの処理速度が低下します。一

方、電子メールのアドレス リ ス トに伝染し、ユーザーの知らないうちに

自己を電子メールで送信できるワームもいます。ト ロイの木馬のよ うに

ワームもウイルスではないため修復はできません。 しかし、 コンピュー

タから削除する必要があ り ます。

ウイルスはどのようにして伝染するか

ウイルスは感染したプログラムを実行したり、感染したシステムファイ

ルが入っているディ スクでコンピュータを起動したり、感染したデータ

ファイルを開いたと きに伝染します。たとえば、 ワープロのプログラム

にウイルスがいる場合、ウイルスはそのプログラムを実行したと きに活

動します。 いったんウイルスがメモ リに入り込むと、 （ネッ ト ワークの

フォルダやディ スクに変更を加えるこ とができる場合には）ネッ ト ワー

ク上のプログラムも含めて通常は実行中のプログラムに感染します。

ウイルスが伝染する経路はいろいろです。一部のウイルスはコンピュー

タの電源が切れるまで活動します。プログラムが動作している間のみ活

動するウイルスもあ り ます。コンピュータの電源を切ったりプログラム

を終了するこ とでメモ リ上のウイルスを除去できますが、感染したファ

イルやディ ス クからは除去できません。 つま り、 ウ イルスがオペレー
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ティングシステムファイルに存在する と、次回から感染したディ スクで

コンピュータを起動する こ とにな り ウイルスが活動する恐れがあ り ま

す。プログラムにウイルスが存在する場合は、そのプログラムを次回実

行したと きにウイルスが活動する可能性があ り ます。

ウイルスに感染したプログラムがコンピュータに入り込まないよ うに

するために、 プログラムのコピーや実行をする前に Norton AntiVirus が

ファイルを自動的にスキャンします。 インターネッ トでダウンロード

するプログラムや受信する電子メールの添付ファイルについても同じ

です。

ウ イルスは電子メールと インスタン ト メ ッセンジャーの添付ファ イル

に伝染します。 Norton AntiVirus は着信と発信の電子メールメ ッセージ

と インスタン ト メ ッセンジャーの添付ファ イルで潜在的な脅威を監視

します。

Norton AntiVirus の働き
Norton AntiVirus はコンピュータの既知のウイルスと未知のウイルスを

監視します。既知のウイルス とは検出できて名前で識別できるウイルス

です。 未知のウイルス とは Norton AntiVirus にまだ定義がないウイルス

です。

Norton AntiVirus はコンピュータを絶え間なく監視して両方の種類のウ

イルスから保護します。既知のウイルスの検出にはウイルス定義ファイ

ルを使い、 未知のウイルスの検出には Bloodhound 技術、 スク リプ ト遮

断、 ワーム遮断を使います。 ウイルス定義ファイル、 Bloodhound 技術、

スク リプ ト遮断、電子メールと インスタン ト メ ッセンジャーのスキャン

のすべてが定時スキャン中と手動スキャン中に使われ、コンピュータを

定期的に監視するために Auto-Protect によっても使われます。

既知のウイルスを阻止するウイルス定義ファイルサー
ビス
p.6-12 の 「Norton 
AntiVirus でのウイ
ルスの検索」 を参
照して ください。

ウイルス定義ファイルの更新サービスは Norton AntiVirus がウイルスを

認識してその活動を阻止するために使う ファ イルを更新します。Norton

AntiVirus でウイルス名を検索し、 シマンテッ ク社の Web サイ トでその

説明のウイルス辞典にアクセスできます。
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未知のウイルスを阻止する Bloodhound 技術

Bloodhound とは新種のウ イルス と未知のウ イルスを検出するための

Norton AntiVirus スキャン技術です。 ファ イルの構造、 動作、 属性 （プ

ログラ ミ ングロジッ ク、 コンピュータ命令、 ファ イルの中のデータな

ど） を分析するこ とによってウイルスを検出します。 さ らにデータファ

イルをロード してマク ロウ イルスのテス ト をするシ ミ ュレー ト環境の

設定もします。

スクリプ トベースのウイルスを阻止するスクリプ ト遮断

スク リプ トは Visual Basic Script または JavaScript などのスク リプ ト言語

で書かれたプログラムで、ユーザーとの対話なしで実行できます。 スク

リプ ト はテキス ト エディ タまたはワープロで開く こ とができるため変

更が非常に簡単です。

スク リプ ト はインターネッ ト のログオン時や電子メールを検査する と

きに使えます。 コンピュータを再起動する と、 スク リプ トによってロー

ド して実行するプログラムがコンピュータに指示されます。

スク リプ ト は起動時に悪質な活動を実行するよ うに書く こ と もできま

す。感染したデータファイルまたは電子メールの添付ファイルを開いた

り、 感染した HTML 電子メールメ ッセージを表示したり、 感染したイ

ンターネッ ト Web サイ トにアクセスした りする と、 知らないう ちに悪

質なスク リプ ト を受け取る可能性があ り ます。

スク リプ ト遮断は特定のウイルス定義ファイルを必要と しないでVisual

Basic と JavaScript のウイルスを検出します。 ウイルスらしい活動をス

ク リプ トで監視し、 見つかったと きに警告します。

伝染しないうちにワームを阻止するワーム遮断

ワームはファイル内に潜伏し、ファ イルを開く までは活動状態になるこ

と も危険を及ぼすこ と もあ り ません。知らないうちに感染ファイルをコ

ピーしたり電子メールで送信したりする可能性があ り ます。ワームに感

染したファイルは修復できないので削除する必要があ り ます。

ワーム遮断はすべての発信電子メールメ ッセージをスキャンし、悪質な

ワームが検出される と警告し ます。 ワームが検出される と Norton

AntiVirusがそのワームを遮断して適切な処理を提示するので、電子メー

ルメ ッセージでワームを送信するのを防止できます。
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安全を維持する Auto-Protect

Norton AntiVirus Auto-Protect は Windows の起動と同時にメモ リにロー

ド され、ユーザーが作業をする間もバッ クグラウンドでウイルスが侵入

しないかど うか見張る役目をします。

Norton AntiVirus は Auto-Protect を使って自動的に次のこ とをします。

1 ウイルスやワーム、悪質なコードを （マク ロウイルスも含めて） 除

去し、 損傷したファイルを修復する

1 以下を使う と きにウイルスがいないかど うか調べる

2 コンピュータ上のソフ ト ウェアプログラム

2 フロ ッピーディ スクやリ ムーバブルメディア

2 ワープロ文書や表計算ワークシート などのデータファイル

1 ウ イルスの活動を示す異常な兆候がないかど うかコンピュータを

監視する

1 インターネッ ト を媒介とするウイルスからコンピュータを守る

保護体制の維持のしかた
Norton AntiVirus をインス トールした場合、 コンピュータは完全にウイ

ルスから保護されます。 しかし、新種のウイルスは絶えず作成されてい

ます。ウイルスは感染ディ スクからコンピュータを起動したと きまたは

感染プログラムを実行したと きに伝染する可能性があ り ます。ウイルス

を避け、そしてウイルスが見つかった場合にすばやく回復するためにで

きるこ とがいくつもあ り ます。

ウイルスを避ける

定期的なファイル保守を習慣にして Norton AntiVirus を 新の状態に保

つこ とが重要です。

ウイルスを避けるには

1 リ ムーバブルメディアを書き込み禁止にします。

p.3-17 の 「Web 上
の Norton AntiVirus
について」 を参照
して ください。

1 シマンテッ ク ・ セキュ リ ティ ・ レスポンスの Web サイ ト （http://

www.symantec.com/region/jp/sarcj/） にログインしてウ イルス情報

（ウイルス と ウイルス定義ファ イルについて頻繁に更新される広範

囲の情報） を入手します。
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「第5章 LiveUpdate
に よ る 新の保護
体制の維持」 を参照
してください。

1 LiveUpdate が常にオン （有効） になるよ うにして、絶え間なく ウイ

ルス定義ファイルを更新します。

1 定期的に LiveUpdate を実行して新しいプログラムの更新版を受信

します。

1 Norton AntiVirus Auto-Protect が常にオン （有効） になるよ うにし

て、 ウイルスのコンピュータ感染を防止します。

p.4-3 の 「ディ ス
ク、 フォルダ、
ファ イルの手動ス
キャン」 を参照し
てください。

1 Norton AntiVirus Auto-Protect がオン （有効）になっていない場合に

はリ ムーバブルメディアを使う前に必ずスキャンします。

p.4-7 の 「スキャン
のスケジュール設
定」 を参照してく
ださい。

1 定期スキャンが自動的に行われるよ うにスケジュール設定します。

1 不明な送信元からの電子メールに注意します。匿名の添付ファイル

は開かないでください。

p.4-1 の 「保護設定
の確認」 を参照し
てください。

1 ワーム遮断が常にオン （有効） になるよ うにして、 感染した電子

メールの添付ファイルを送信するのを防止します。

1 スク リプ ト遮断が常にオン （有効） になるよ うにして、 ウイルスら

しい活動を検出します。

1 保護を 大限にするためのすべての推奨設定を常に有効にします。

緊急時の準備

コンピュータがウイルスに感染した場合に備えるこ と も重要です。

緊急時の準備をするには

1 ファ イルのバッ クアップを定期的に作成して 新のバッ クアップ

を必ず維持するよ うにします。

p.2-2 の 「緊急用
ディ スクセッ トの
作成」 を参照して
ください。

1 CD で起動できないコンピュータを使っている場合には緊急用ディ

スクセッ ト を作成します。このディ スクセッ トでコンピュータを起

動しウイルススキャンを実行できます。

p.3-4 の 「救済ディ
スクセッ トについ
て」 を参照してく
ださい。

1 Windows 98/Me の場合は救済ディ スクセッ ト を作成して 新の状

態に維持します。 このディ スクセッ トでコンピュータを DOS モー

ドで起動し、 Norton AntiVirus を使ってウイルス関連の問題を解決

してシステムク ラ ッシュから回復できます。





インストール
2

Windows 98/Me のユーザーは救済ディ スクセッ ト を作成するために空

の （または消去していい） 1.44MB のフロ ッピーディ スクを数枚用意し

てください。

インストール前にすること
Norton AntiVirus をインス トールする前にコンピュータを準備してくだ

さい。 CD でコンピュータを起動できない場合には緊急用ディ スクセッ

ト を作成します。

ウイルスの疑いがある場合
p.6-10 の 「CD を緊
急用ディ スク と し
て使う場合」 を参
照して ください。

インス ト ールし よ う と したと きにコンピュータにウ イルスがいる と

Norton AntiVirus はコンピュータの再起動を要求します。 Norton AntiVirus

CD を使って再起動し、 コンピュータのハードディスクをウイルススキャ

ンしてください。 Norton AntiVirus 緊急プログラムは Norton AntiVirus CD

のウイルス定義ファイルを使いますが、LiveUpdate を使ってもっと新しい

ウイルス定義ファイルをダウンロードできます。

ウ イルス感染を修復したら、 強制シャ ッ ト ダウン後に残っている一時

フォルダのNorton AntiVirusインス トールファイルを削除して ください。

コンピュータの準備

Norton AntiVirus 2000 ～ 2002 のバージ ョ ンがある場合には新しいバー

ジ ョ ンによって古い方のバージ ョ ンが自動的に削除されます。 2000 よ

り も古いバージ ョ ンの場合には新しいバージ ョ ンをインス トールする

前に古いバージ ョ ンをアンインス トールする必要があ り ます。 Norton
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AntiVirus 2002 の場合、 既存のオプシ ョ ン設定を新しいバージ ョ ンのプ

ログラムに転送できます。

Norton AntiVirus をインス トールする前に次の提案に従ってコンピュー

タを準備してください。 

p.2-9 の 「Norton 
AntiVirus のアンイ
ンス トール」 を参
照して ください。

1 Norton AntiVirus をインス トールする前に他のアンチウイルスソフ

ト ウェアをアンインス トールしてコンピュータを再起動する必要

があ り ます。

他のアンチウイルスソフ ト ウェアをアンインス トールするにはそ

のソフ ト ウェアに付属のマニュアルを参照してください。

1 オペレーティングシステムをWindows 98/Meから Windows 2000/XP

にアップグレードする場合は､まず Norton AntiVirus をアンインス

ト ールして ください。 ア ップグレードが完了したら､再度インス

トールします。

Windows 2000/XP にインス トールする場合､管理者の権限が必要

です。

1 Norton AntiVirus をインス トールする前に Windows のト レーに表示

されているプログラムを含む他のすべての Windows プログラムを

終了します。

緊急用ディスクセッ トの作成
p.6-10 の 「緊急用
ディ スクセッ ト を
使う必要がある場
合」 を参照してく
ださい。

緊急用ディ ス クセッ トは問題がある場合にコンピュータを起動してウ

イルススキャンするために使います。 CD でコンピュータを起動できる

場合には緊急用ディ スクセッ トの代わりに Norton AntiVirus CD を使え

るため、 緊急用ディ スクセッ ト を作成する必要はあ り ません。

CD でコンピュータを起動できない場合には次の操作手順に従って別の

コンピュータ上で緊急用ディ スクセッ ト を作成できます。

w 空の （または消去していい） 1.44MB のフロ ッピーディ スクを数枚用意

します。

CD から緊急用ディ スクセッ ト を作成するには

1 Norton AntiVirus CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

2 ［CD の参照 (B)］ をク リ ッ ク します。

3 Support フォルダをダブルク リ ッ クします。

4 Edisk フォルダをダブルク リ ッ ク します。

5 NED.exe をダブルク リ ッ ク します。

6 よ う こそウ ィンド ウで ［OK］ をク リ ッ ク します。
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7 指示に従い 1 枚目のディ スクにラベルを貼り、 そのディ スクをフ

ロ ッピーディ スク ド ライブに挿入します。

8 ［はい (Y)］ をク リ ッ ク します。

9 2 枚目以降のディ スクについてステップ 7 と 8 を繰り返します。

10 手順が完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。

11 フロ ッピーディ スク ド ライブから 後のディ スクを取り出し、安全

な場所に緊急用ディ スクセッ ト を保管します。

インストール
Norton AntiVirus は Norton AntiVirus CD でインス トールします。

Norton AntiVirus をインスト ールするには

1 Norton AntiVirus CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

p.2-6 の 「開始画面
が表示されない場
合」 を参照してく
ださい。

2 Norton AntiVirus ウ ィンド ウで［Norton AntiVirus 2003 のインス トー

ル (I)］ をク リ ッ ク します。

CD が自動的に開く設定のコンピュータでない場合には手動で開く

必要があ り ます。 

w Norton AntiVirusがダウンロード済みでCD を使わない場合、Norton 

AntiVirus フォルダを開いて setup.exe をク リ ッ ク してください。

p.6-10 の 「緊急用
ディ スクセッ ト を
使う必要がある場
合」 を参照してく
ださい。

3 Windows 98/98SE/Me にインス トールする場合にはインス トールの

前にコンピュータのメモ リがウイルススキャンされます。ウイルス

が見つかる と、緊急用ディ スクセッ ト を使ってウイルスを除去して

から続行するよ うに要求されます。

4 インス トールの開始ウ ィンド ウで他のすべての Windows プログラ

ムを閉じるよ うに要求されます。 
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5 ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

6 ライセンス契約を読み ［ライセンス契約に同意します (A)］ を選択

します。

同意しないと インス トールは続行できません。

7 ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

8 ［参照 (R)］ をク リ ッ ク し、 Norton AntiVirus のインス トール先フォ

ルダを選択します。



第 2 章　 インス トール

インス トール

2-5
9 ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

10 インス トールの場所を確認してから ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。
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p.2-8 の
「README.TXT
ファ イルを読む」
を参照して くだ
さい。

11 Norton AntiVirus のインス トール後、README.TXT ファ イルを読ん

でから ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

12 ［終了 (F)］ をク リ ッ ク してインス トールを終了します。

開始画面が表示されない場合

コンピュータの CD-ROM ド ライブで CD が自動的に起動しないこ とが

あ り ます。

Norton AntiVirus CD でインスト ールを開始するには

1 デスク ト ップ上で ［マイコンピュータ］ をダブルク リ ッ ク します。

2 ［マイコンピュータ］ダイアログボッ クスで CD-ROM ド ライブのア

イコンをダブルク リ ッ ク します。

インストール後にすること
Windows 98/Me の場合は Norton AntiVirus のイ ンス ト ール後にコン

ピュータを再起動してください。

Norton AntiVirus のインス トール後にコンピュータを再起動する必要が

ある場合にはすぐにそのオプシ ョ ンを選択できる メ ッセージが表示さ

れます。再起動後、またはコンピュータの再起動が不要の場合にはイン

ス トールの完了後に情報ウ ィザードが表示されます。
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コンピュータの再起動

インス トール後、更新内容を有効にするためにコンピュータの再起動を

要求する メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

コンピュータを再起動するには

4 ダイアログボッ クスで ［はい (Y)］ をク リ ッ ク します。

［いいえ (N)］ をク リ ッ ク した場合、 Norton AntiVirus の設定はコン

ピュータを再起動するまで完了しません。

情報ウィザードの使い方

情報ウ ィザードではウイルス定義ファ イルの更新サービスについての

情報の表示、インス トール後の自動実行タスクの選択、Norton AntiVirus

設定の見直しができます。

情報ウィ ザード を使う には

1 よ う こそウ ィンド ウで ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

2 Norton AntiVirus が 初からインス トールされているコンピュータ

を購入した場合、 Norton AntiVirus を使うにはライセンス契約を受

け入れる必要があ り ます。［ラ イセンス契約に同意します (A)］ を選

択してから ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

3 更新サービス情報を見直してから ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

4 Norton AntiVirus で自動的に実行したいインス トール後のタスクを

選択します。 次のタスクがあ り ます。 

LiveUpdate を実行して 新のウイルス

定義ファイルがあるこ とを確認する。

「第 5 章 LiveUpdate による 新

の保護体制の維持」 を参照して く

ださい。

Windows 98/Me の場合、救済ディ スク

セッ ト を作成する。

p.3-4 の 「救済ディ スクセッ トに

ついて」 を参照して ください。

システムの完全スキャンを実行する。 p.4-3 の「ディ スク、フォルダ、ファ

イルの手動スキャン」 を参照して

ください。

ローカルハードディ ス ク ド ラ イブを

週単位でス キ ャ ンする よ う にス ケ

ジュール設定する。これには Microsoft

タ ス ク スケジューラがインス ト ール

されている必要があ り ます。このタス

クを選択した場合、希望に応じてこの

スキャンのスケジュールを変更でき

ます。

p.4-7 の 「スキャンのスケジュー

ル設定」 を参照して ください。
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5 ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

p.3-8 の 「Norton 
AntiVirus のカスタ
マイズ」 を参照し
てください。

6 Norton AntiVirus の設定を見直します。

いずれかの設定を変更したい場合にはオプシ ョ ンを使って変更し

ます。 

7 ［完了 (F)］ をク リ ッ ク します。

インス トール後のタスクを選択した場合、そのタスクが自動的に始ま り

ます。

README.TXT ファイルを読む

README.TXT ファ イルにはこのマニュアルに載っていない製品変更に

ついての情報と技術的なヒン トが書かれています。このファイルはハー

ドディ スク上の Norton AntiVirus 製品ファイルと同じ場所にインス トー

ルされます。

README.TXT ファ イルを読むには

1 Windows エクスプローラを使って Norton AntiVirus ファ イルがイン

ス トールされている場所に移動します。

デフォルトの場所にNorton AntiVirusをインス トールした場合、ファ

イルは C:\Program Files\Norton AntiVirus にあ り ます。

2 ［Readme.txt］ をダブルク リ ッ ク して メモ帳またはワードパッ ドで

ファ イルを開きます。

README.TXT ファ イルは希望する場合に印刷できます。

3 ファ イルを読み終わったら メモ帳またはワードパッ ドを閉じます。
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Norton AntiVirus のアンインストール
コンピ ュータから Norton AntiVirus を削除する必要がある場合には

Windows のコン ト ロールパネルの ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］

（Windows XP では ［プログラムの追加と削除］） または ［プログラム (P)］

メニューの ［Norton AntiVirus 2003 のアンインス トール］ を使います。

w アンインス トール中、 Windows は 「インス トールの準備中」 と表示する

こ とがあ り ます。 これは一般的な Microsoft インス トーラ メ ッセージで

無視できます。

Windows のコント ロールパネルから Norton AntiVirus をアンインスト ー
ルするには

1 次のいずれかの操作をします。

2 Windows のスタート メニューで ［設定 (S)］、［コン ト ロールパネ

ル (C)］ の順に選択します。

2 Windows XP のタスクバーで ［スタート ］、 ［コン ト ロールパネ

ル (C)］ の順に選択します。

2 コン ト ロールパネルで ［アプリ ケーシ ョ ンの追加と削除］ （Windows

XP では ［プログラムの追加と削除］） をダブルク リ ッ ク します。

3 現在イ ン ス ト ール されてい るプ ロ グ ラ ムの リ ス ト で ［Norton

AntiVirus］ を選択します。

4 次のいずれかの操作をします。

2 Windows Me では ［削除 (R)］ をク リ ッ ク します。

2 Windows 98 では ［追加と削除 (R)］ をク リ ッ ク します。

2 Windows 2000/XP では ［変更 (C)］ をク リ ッ ク します。

5 製品をアンインス トールしたいこ とを確認するために ［削除］ をク

リ ッ ク します。

p.6-7 の 「検疫に
ファ イルがある場
合」 を参照してく
ださい。

6 検疫にファ イルがある場合にはそのファ イルを削除したいかど う

かの確認メ ッセージが表示されます。 次のオプシ ョ ンがあ り ます。

［はい (Y)］ コンピュータから検疫ファ イルを削除します。

［いいえ (N)］ 検疫ファ イルをコンピュータ上に残しますが、ファ イル

はアクセス不能にな り ます。 
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7 ［終了 (F)］ をク リ ッ ク します。

8 コンピュータを再起動するために ［はい (Y)］ をク リ ッ ク します。

［ プログラム (P)］ メ ニューから Norton AntiVirus をアンインスト ールす
るには

1 次のいずれかの操作をします。

2 Windows のスタート メニューで ［プログラム (P)］、 ［Norton 

AntiVirus］ の順に選択します。

2 Windows XP のタスクバーで ［スタート ］、 ［すべてのプログラ

ム (P)］、 ［Norton AntiVirus］ の順に選択します。

2 ［Norton AntiVirus 2003 のアンインス トール］ を選択します。

3 アプリ ケーシ ョ ン メンテナンスウ ィンド ウで ［削除 (R)］ をク リ ッ

ク します。

他のシマンテッ ク製品がコンピュータ上にない場合には LiveReg と

LiveUpdate もアンインス トールしてください。

LiveReg と LiveUpdate をアンインスト ールするには

1 次のいずれかの操作をします。

2 Windows のスタート メニューで ［設定 (S)］、［コン ト ロールパネ

ル (C)］ の順に選択します。

2 Windows XP のタスクバーで ［スタート ］、 ［コン ト ロールパネ

ル (C)］ の順に選択します。

2 コン ト ロールパネルで ［アプリ ケーシ ョ ンの追加と削除］ （Windows

XP では ［プログラムの追加と削除］） をダブルク リ ッ ク します。

3 現在インス トールされているプログラムの リ ス ト で ［LiveReg］ を

選択します。

4 次のいずれかの操作をします。

2 Windows Me では ［削除 (R)］ をク リ ッ ク します。

2 Windows 98 では ［追加と削除 (R)］ をク リ ッ ク します。
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2 Windows 2000/XP では ［変更 (C)］ をク リ ッ ク します。

5 製品をアンインス トールしたいこ とを確認するために ［削除］ をク

リ ッ ク します。

6 ステップ 1 ～ 5 を繰り返し、 ステップ 3 で LiveUpdate を選択して

アンインス トールします。
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この章では、 Norton AntiVirus ツールへのアクセス、 コンピュータの保

護体制の維持、 Norton AntiVirus のカスタマイズ、 Norton AntiVirus 活動

の監視、 詳しい情報の表示について説明します。

Norton AntiVirus ツールへのアクセス
Norton AntiVirus ツールには状態レポート、 スキャンオプシ ョ ン、 スケ

ジュール設定オプシ ョ ン、 活動レポート、 設定オプシ ョ ンがあ り ます。

このツールには Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウ、 Windows エクスプ

ローラのツールバー、 Windows ト レーの Norton AntiVirus アイコンから

アクセスできます。

Norton AntiVirus メインウィ ンドウの使い方

ほとんどの Norton AntiVirus ツールは Norton AntiVirus メ インウ ィンド

ウから利用できます。

Norton AntiVirus を起動するには

4 次のいずれかの操作をします。

2 Windows のスタート メニューで ［プログラム (P)］ 、 ［Norton

AntiVirus］、 ［Norton AntiVirus 2003］ の順に選択します。

2 Windows XP のタスクバーで ［スタート ］、 ［すべてのプログラ

ム］、 ［Norton AntiVirus］、 ［Norton AntiVirus 2003］ の順に選択

します。
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Windows エクスプローラのツールバーの使い方

Windows エクスプローラに Norton AntiVirus のボタンと メニューが追加

されます。 このボタンをク リ ッ クする と Norton AntiVirus の簡易ド ロ ッ

プダウン メニューが表示されます。

ボタンの右側にある矢印をク リ ッ クする と次のオプシ ョ ンが表示され

ます。

Norton AntiVirus のインス トール後に 初に Windows エクスプローラを

開いたと き、 Norton AntiVirus のボタンと メニューが表示されないこ と

があ り ます。

Norton AntiVirus のボタンと メ ニューを表示するには

4 表示メニューで ［ツールバー (T)］、 ［Norton AntiVirus］ の順に選択

します。

w コンピュータの設定によっては Windows エクスプローラの Norton 

AntiVirus メニューにアクセスできないこ とがあ り ます。

Windows ト レーの Norton AntiVirus アイコンの使い方
p.3-8 の 「Norton 
AntiVirus のカスタ
マイズ」 を参照し
てください。

Windows ト レーのNorton AntiVirus アイコンを使って Norton AntiVirus を

開き、 Auto-Protect の有効、 無効を切り替えるこ とができます。

Windows ト レーの Norton AntiVirus アイコンを使う には

1 Windows ト レーの Norton AntiVirus アイコンを右ク リ ッ ク します。

2 ト レーアイコンのメニューで必要なオプシ ョ ンを選択します。

［状態の表示 (S)］ Norton AntiVirus を起動してシステム状態ペインを表示

します。

［検疫の表示 (Q)］ 検疫領域とそこに現在格納されているファ イルを表示

します。 詳し くは p.6-7 の 「検疫にファ イルがある場

合」 を参照して ください。

［活動ログの表示 (L)］ ロ グビ ューアを表示して、 実行したスキ ャンや見つ

かった問題など、各種の Norton AntiVirus 活動を示しま

す。 詳し くは p.3-13 の 「Norton AntiVirus 活動の監視」

を参照して ください。

［ウ イルス辞典を表示

(V)］

シマンテッ ク ・ セキュ リ テ ィ ・ レスポンスの Web ペー

ジに接続します。 そこですべての種類のウイルスにつ

いての情報を検索できます。

［スキャン メニューを

表示 (N)］

Norton AntiVirus のウ イルススキャンペインを開きま

す。 そこでは実行するスキャンを指定できます。
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Auto-Protect を一時的に無効にする
p.3-8 の 「Norton 
AntiVirus のカスタ
マイズ」 を参照し
てください。

デフォルトのオプシ ョ ン設定を変更していなければ、コンピュータの起

動時にAuto-Protectがロード されてコンピュータはウイルスから保護さ

れます。 Auto-Protect は実行するプログラムでウイルスの有無を調べ、

ウイルスの存在を示す可能性のある活動をコンピュータで監視します。

ウイルスまたはウイルスらしい活動が検出される とAuto-Protectは警告

を表示します。

場合によってはウイルスの働きでないこ とがわかっているウイルスら

しい活動について Auto-Protect の警告が表示されるこ とがあ り ます。こ

のよ う な操作中に警告を避けたい場合にはAuto-Protectを一時的に無効

にできます。

w オプシ ョ ンにパスワードを設定した場合、設定を表示または調整するに

はその前にパスワードを入力するよ うに要求されます。

Auto-Protect を一時的に無効にするには

p.3-1 の 「Norton 
AntiVirus ツールへ
のアクセス」 を参
照して ください。

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィンド ウの ［システム］ で ［Auto-Protect］ をク リ ッ

ク します。

4 Auto-Protect ペインで ［Auto-Protect を有効にする (E)( 推奨 )］ の

チェ ッ クマークをはずします。

必要な操作が完了したら、 コンピ ュータを保護するため必ず Auto-

Protect を有効にして ください。

Auto-Protect を有効にするには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィンド ウの ［システム］ で ［Auto-Protect］ をク リ ッ

ク します。

4 Auto-Protect ペインで ［Auto-Protect を有効にする (E)( 推奨 )］ に

チェ ッ クマークを付けます。

Norton AntiVirus アイコンが Windows ト レーに表示される場合にはそのア

イコンを使って Auto-Protect の有効、 無効を切り替えるこ とができます。

ト レーアイコンを使って Auto-Protect を有効または無効にするには

1 Windows ト レーの Norton AntiVirus アイコンを右ク リ ッ ク します。
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2 次のいずれかの操作をします。

2 Auto-Protectが有効の場合には［Auto-Protectを無効にする (D)］

を選択します。

2 Auto-Protectが無効の場合には［Auto-Protectを有効にする (E)］

を選択します。

Norton AntiVirus 保護の維持
p.6-9 の 「救済ディ
スクセッ ト を使う
必要がある場合
（Windows 98/98SE/
Me）」 を参照して
ください。

使っているオペレーテ ィ ングシステムによっては利用できる救済ディ

スクセッ ト を 新の状態に保つ必要があ り ます。場合によっては Norton

AntiVirus の保護設定が 適であ り、 さ らにウイルス定義ファ イルが

新であるこ とを確認する必要もあ り ます。

救済ディスクセッ トについて

救済ディ スクセッ トはシステムの起動ファ イルとディ ス クのパーテ ィ

シ ョ ン情報の複製セッ ト を記録します。救済ディ スクセッ ト を用意して

おけば、予期しない問題が起きても処理できます。救済ディ スクセッ ト

は Windows 98/Me の場合に作成できます。

p.6-9 の 「救済ディ
スクセッ ト を使う
必要がある場合
（Windows 98/98SE/
Me）」 を参照して
ください。

救済ディ スクセッ トは1枚のブート可能フロ ッピーディ スク と追加のフ

ロ ッピーディ スク （Norton AntiVirus プログラムに 1 枚、 ウイルス定義

ファイルに数枚） で構成されます。 Norton Utilities をインス トールして

ある場合にはも う 1 枚追加されます。救済ディ スクセッ ト を使う と コン

ピュータを DOS モードで起動し、Norton AntiVirus を使ってウイルス関

連の問題を解決できます。

w 救済ディ ス クセッ ト にはそれを作成したコンピュータ専用の情報が

入っています。救済ディ スクセッ ト を使って回復する場合にはそのコン

ピュータ用に作成したディ スクセッ ト を使ってください。救済ディ スク

セッ ト を使ってウイルススキャンする場合には異なるコンピュータ用

に作成したディ スクセッ ト を使えます。

p.6-9 の 「救済ディ
スクセッ ト を使う
必要がある場合
（Windows 98/98SE/
Me）」 を参照して
ください。

救済ディ スクセッ トはいつでも更新できますが、ウイルス定義ファイル

の更新、新しいソフ ト ウェアのインス トール、ハード ウェアの変更をし

たと きには必ず更新してください。

救済ディスクセッ トの作成

救済ディ スクセッ トはいつでも作成できます。情報ウ ィザードでインス

トール後のタスク と して救済ディ スクセッ ト の作成を選択した場合に
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は Rescue Disk が自動的に表示されます。 そ うでない場合には Norton

AntiVirus メ インウ ィンド ウで Rescue Disk を起動するこ とができます。

p.3-3 の 「Auto-
Protect を一時的に
無効にする」 を参
照して ください。

Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで Rescue Disk を起動した場合、救済

ディ スクセッ トの作成中は Auto-Protect を一時的に無効にします。救済

ディ スクセッ ト の作成後にコンピュータを再起動しない場合には忘れ

ずに Auto-Protect を再び有効にしてください。

w フロ ッピーディ スクの救済ディ スクセッ ト を作成する場合には空の（ま

たは消去していい） 1.44MB のフロ ッピーディ スクを数枚用意する必要

があ り ます。

w 救済ディ スクセッ トの作成場所と してフロ ッピーディ スク以外（ネッ ト

ワーク ド ライブ、 2 台目の物理ハードディ スク、 その他の大容量ディ ス

ク ド ラ イブ） を選択する場合、 選択したディ ス ク上のフォルダに救済

ディ スクセッ トが格納されます。ブート可能なフロ ッピーディ スクを安

全な場所に保管してください。このディ スクはネッ ト ワーク ド ライバま

たはコンピュータを起動して救済ディ スクセッ ト がある ド ラ イブにア

クセスするために必要な他のファ イルを格納するディ ス クです。 救済

ディ スクセッ ト を 1 台目のハードディ スク ド ライブ、つま り起動してい

る ド ライブに作成するこ とは避けてください。

救済ディ スクセッ ト を作成するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウィンドウで ［Rescue］ をク リ ックします。

救済ディ ス クセッ ト の作成をインス トール後のタスク と して選択

した場合には Rescue Disk が自動的に開きます。

3 救済ディ スクセッ ト の作成に使いたいド ラ イブを選択します。 フ

ロ ッピーディ ス クセッ ト を作成するにはフロ ッピーディ スク ド ラ

イブを選択します。

4 ［作成 (R)］ をク リ ッ ク します。

5 基本救済ディ ス ク リ ス ト のウ ィ ン ド ウに指定されている枚数の

ディ スクにラベルを貼ってから ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 要求に応じてディ スクを挿入します。

救済ディスクセッ トのテスト

救済ディ スクセッ ト の作成処理の 後にディ ス クセッ ト のテス ト を要

求する メ ッセージが表示されます。 テス ト では救済ディ スクセッ ト を

使ってコンピュータを再起動する必要があ り ます。
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救済ディ スクセッ ト をテスト するには

1 開いているすべての Windows プログラムを閉じます。

p.7-2 の 「救済ブー
トディ スクが動き
ません」 を参照し
てください。

2 基本救済ブー ト フ ロ ッ ピーディ ス ク とい う ラベルが貼ってある

ディ ス クをフロ ッピーディ スク ド ラ イブに挿入してから ［再起動

(R)］ をク リ ッ ク します。

画面に Rescue Disk のウ ィンド ウが表示されれば救済ブートディ ス

クは正し く動きます。 表示されない場合には問題を解決します。

3 Esc キーを押して DOS に移り ます。

4 フロ ッピーディ スク ド ライブからディ スクを取り出します。

5 コンピュータを再起動します。

救済ディスクセッ トの更新

救済ディ スクセッ トは好きなと きに何回でも更新できます。新し く作成

し直さな くても Rescue Disk の更新機能を使えば既存の救済ディ ス ク

セッ ト を更新できます。

フロ ッピーディ ス クセッ ト を更新する場合には始める前にディ スクの

書き込み禁止を解除してあるこ とを確認してください。

救済ディ スクセッ ト を更新するには

1 Norton AntiVirus メ インウィンドウで ［Rescue］ をク リ ックします。

2 ［保存先ド ライブの選択］ でフロ ッピーディ スク ド ラ イブを選択し

ます。

3 ［更新 (U)］ をク リ ッ ク します。

4 基本救済ブー ト フ ロ ッ ピーディ ス ク とい う ラベルが貼ってある

ディ スクをフロ ッピーディ スク ド ライブに挿入します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 要求に応じてディ スクセッ トの残りのディ スクを挿入します。

p.3-5 の 「救済ディ
スクセッ トのテス
ト 」 を参照してく
ださい。

メ ッセージが表示されたら新し く更新した救済ディ スクセッ ト をテス

ト してください。

システム状態の確認

Norton AntiVirus が予想外に動作している場合またはすべてがウイルス

スキャンされているかど うかわからない場合にはその設定状態を調べ

ます。
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コンピュータの状態は Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウに表示されま

す。 システムの状態に問題がなければ緑のチェッ クマークが表示され、

システムに注意が必要であれば黄色の三角形が表示されます。システム

に注意が必要な場合は機能とサービスを見直してどの部分で注意が必

要かを確認してください。

p.3-8 の 「Norton 
AntiVirus のカスタ
マイズ」 を参照し
てください。

設定を調整する必要がある場合にはオプシ ョ ンを使います。

システム状態を確認するには

p.3-1 の 「Norton 
AntiVirus ツールへ
のアクセス」 を参
照して ください。

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 システム状態ペインで各機能の左側に表示される状態を見直し

ます。

3 特定の機能についての詳しい情報を表示するにはその機能を ク

リ ッ ク します。

機能の説明と詳しい情報へのリ ンクが右ペインに表示されます。

Office プラグイン状態の確認

Officeプラグインはウイルス、ワーム、ウイルスらしい活動から Microsoft

Office のデータファイルを保護します。 Office プログラムで開くデータ

ファイルは必ずスキャンされます。 Office プラグインが有効になってい

るかど うかはオプシ ョ ンウ ィンド ウで確認します。

w オプシ ョ ンにパスワードを設定した場合、設定を表示または調整するに

はその前にパスワードを入力するよ うに要求されます。
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Office プラグイン状態を確認するには

p.3-1 の 「Norton 
AntiVirus ツールへ
のアクセス」 を参
照して ください。

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィ ン ド ウの左ペインの ［その他］ で ［その他］ を ク

リ ッ ク します。

4 Office プラグインが有効になっているこ とを確認します。

Norton AntiVirus のカスタマイズ
Windows 2000/XP を使っている場合、管理者権限を持つアカウン トでロ

グオンしていないと Norton AntiVirus オプシ ョ ンの変更はできません。

管理者が他のユーザーと コンピュータを共有する場合、加えた変更は共

有コンピュータを使う全員に適用されるので注意してください。

Norton AntiVirus のデフォルト設定はコンピュータをウイルスから完全

に保護する働きがあ り ます。ただし、システムの処理効率を 適化した

り適用しないオプシ ョ ンを無効にするためにデフォル ト設定を調整し

たいこ とがあ り ます。

Norton AntiVirus にはオプシ ョ ン設定のパスワード保護の働きがあ り ま

す。権限のないユーザーが設定を改ざんできないよ うにパスワードを有

効にして、 そのパスワードの変更やリセッ トができます。

すべてのオプシ ョ ン設定が 3 つの主要カテゴ リに分類されます。各カテ

ゴ リのオプシ ョ ンは次のとおりです。

カテゴリ オプシ ョ ン

［システム］ ［Auto-Protect］

1 ［Bloodhound］

1 ［拡張］

1 ［除外］

［ス ク リプ ト遮断］

［手動スキャン］

1 ［Bloodhound］

1 ［除外］
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p.3-11 の 「オプシ ョ
ンの変更」 を参照し
てください。

こ こでは個々のオプシ ョ ンの変更方法については説明しませんが、その

内容をカテゴ リ別に概説します。オプシ ョ ンの具体的な説明については

ヘルプを参照してください。

システムオプシ ョ ンについて

システムオプシ ョ ンはコンピュータのスキャンと監視を制御します。こ

のオプシ ョ ンはスキャンする対象、 スキャンで検索するファ イルの種

類、ウイルスまたはウイルスらしい活動が見つかったと きの処理を決定

するために使います。

保護レベルをよ り高くする と コンピュータの処理効率がやや低下する

こ とがあ り ます。 Norton AntiVirus をインス トールした後でコンピュー

タの処理効率の違いに気付く場合には低い保護レベルを設定するか、ま

たは不要なオプシ ョ ンを無効にする必要があ り ます。

［インターネッ ト ］ ［電子メール］

1 ［拡張］

［インスタン ト メ ッセンジャー］

［LiveUpdate］

［その他］ ［予防接種］ （Windows 98/98SE/Me）

［その他］

カテゴリ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

［Auto-Protect］ コンピュータの起動時に Auto-Protect を起動するか

ど う か、 コンピュータの監視で検索するフ ァ イル、

ウイルスが見つかったと きの処理を決定します。

Bloodhound は未知のウイルスから保護するためのス

キャ ン技術です。 Bloodhound オプシ ョ ンは Auto-

ProtectでのBloodhoundの感度レベルを設定するため

に使います。

拡張オプシ ョ ンはウイルスら しい活動のスキャン時

とフロ ッピーディ ス クのスキャン時に監視する活動

を決定します。

除外はスキャンする必要のないファ イルをファ イル

拡張子または特定のフ ァ イル名によって指定し ま

す。 マク ロフ ァ イルまたは実行可能ファ イルなど、

ウイルスに感染しそ う なファ イルの種類は除外しな

いよ うに注意して ください。
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インターネッ トオプシ ョ ンについて

インターネッ ト オプシ ョ ンはコンピュータがインターネッ ト に接続し

ている場合にど うするかを定義します。 インターネッ ト オプシ ョ ンを

使って Norton AntiVirus が電子メールと インスタン ト メ ッセンジャーの

添付ファイルをど う スキャンするかを定義し、 ワーム遮断を有効にし、

LiveUpdate をど う適用するかを定義します。

［スク リプ ト遮断］ スク リ プ ト遮断を有効にし、 悪質なスク リプ トが見

つかったと きの Norton AntiVirus の処理を設定しま

す。 ス ク リプ ト を開発またはデバッグする場合には

スク リ プ ト遮断を無効にして ください。 そ う しない

と この機能が開発中のスク リプ ト を遮断する可能性

があ り ます。

［手動スキャン］ スキャンする対象と指定したスキャン中にウイルス

が見つかったと きにど うするかを決定します。

手動スキャンオプシ ョ ンにも ［Bloodhound］ と ［除

外］ のサブカテゴ リがあ り ます。

オプシ ョ ン 説明

オプシ ョ ン 説明

［電子メール］ 電子メールスキャン と ワーム遮断を有効にし、 電子

メールメ ッセージのスキャン中に Norton AntiVirus が

ど う動作するかを定義し ます。 着信電子メールのス

キャンは他人が送信したウ イルスから コンピュータ

を保護します。発信電子メールのスキャンはう っかり

ウ イルスまたはワームを他人に送信する こ と を防止

します。着信電子メールと発信電子メールのいずれか

一方または両方をスキャンするよ うに選択した り、ス

キャン中にアイ コンまたは進行インジケータを表示

する よ う に選択した り できます。 感染電子メールを

ユーザーとの対話なしで自動的にまたはユーザーと

の対話によって修復、検疫、削除するよ うにオプシ ョ

ンを設定できます。

拡張オプシ ョ ンは電子メールのスキャン時の処理を

決定します。
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その他オプシ ョ ンについて

その他オプシ ョ ンには予防接種の設定 （Windows 98/98SE/Me のみ） と

その他の設定があ り ます。予防接種を有効にしてシステムファイルの変

更時に警告を表示したり、いろいろなその他オプシ ョ ンを設定したりで

きます。

オプシ ョ ンの変更
Norton AntiVirus オプシ ョ ンの設定はオプシ ョ ンウ ィンド ウで変更でき

ます。

［イ ン ス タ ン ト メ ッ セ

ンジャー］

どのインスタン ト メ ッセンジャーをサポートするか、

新しいインスタン ト メ ッセンジャーをど う設定する

か、インスタン ト メ ッセンジャーセッシ ョ ン中にウイ

ルスが見つかった場合にど うするかを決定します。

［LiveUpdate］ 自動 LiveUpdate を有効にし、更新版をど う適用するか

を定義します。自動 LiveUpdate はインターネッ ト接続

時にウ イルス定義ファ イルとプログラムの更新版の

有無を自動的に調べます。

オプシ ョ ン 説明

オプシ ョ ン 説明

［予防接種］ 予防接種を有効にし、システムファイルの変更がある場

合に予防接種スナップシ ョ ッ ト を更新するか、または元

の値に復元してファ イルを修復するかを選択します。

予防接種オプシ ョ ンは Windows 98/98SE/Me のみで利用

できます。

［その他］ ［フ ァ イルの修復前に検疫にバッ クア ップを作成 (B)］

（このオプシ ョ ンは自動的にオンに設定されます。）

［Office プラグインを有効にする (O)］ （Norton AntiVirus

のインス トール後に Office 2000 以上にアップグレード

した場合、 このオプシ ョ ンを有効にして Office のファ イ

ルを自動的にスキャンする必要があ り ます。）

［ウイルス定義ファ イルが 新でなければ警告する (A)］

［起動時にシステムファ イルをスキャンする (Y)］

（Windows 98/98SE のみ）

［オプシ ョ ンのパスワード保護を有効にする (E)］
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設定を変更するには

p.3-1 の 「Norton 
AntiVirus ツールへ
のアクセス」 を参
照して ください。

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

w オプシ ョ ンにパスワードを設定した場合、 先に進むにはその前にパス

ワードを入力するよ うに要求されます。

3 オプシ ョ ンウ ィ ン ド ウの左ペインの リ ス ト でオプシ ョ ンをク リ ッ

ク します。

左側に矢印があるオプシ ョ ンには下位のオプシ ョ ンがあ り ます。オ

プシ ョ ン項目をク リ ッ クする とそのオプシ ョ ンに対応する設定が

右ペインに表示されます。

p.3-8 の 「Norton 
AntiVirus のカスタ
マイズ」 を参照し
てください。

4 変更したい設定を選択します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

この時点でこれらの設定は事前設定のオプシ ョ ンよ り も優先され

ます。 変更はすぐに有効になり ます。

オプシ ョ ンをデフォルト設定に戻す

表示されているオプシ ョ ンの一部または全部を変更できます。いくつも

変更を加えて不要な結果になった場合にはすべてのオプシ ョ ンをデ

フォルト設定に戻せます。
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w オプシ ョ ンにパスワードを設定した場合、設定を表示または調整するに

はその前にパスワードを入力するよ うに要求されます。

オプショ ンページ上でデフォルト 設定に戻すには

4 デフォル ト設定に戻したいページ上で ［ページデフォル ト ］ を ク

リ ッ ク します。

すべてのオプショ ンについてデフォルト 設定に戻すには

4 オプシ ョ ンウ ィン ド ウのいずれかのページで ［すべてデフォルト ］

をク リ ッ ク します。

オプシ ョ ンのパスワード保護
オプシ ョ ン設定のパスワード保護の有効、 無効を選択できます。 パス

ワードを指定した場合、 オプシ ョ ンウ ィ ン ド ウを表示した り一時的に

Auto-Protect の有効、無効を切り替えたりする と きに毎回パスワードの

入力が要求されます。

パスワードを忘れた場合、 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ヘル

プ (H)］ ボタンをク リ ッ ク してからパスワードを リセッ トできます。

パスワード を指定または解除するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィンド ウの ［その他］ で ［その他］ をク リ ッ ク します。

4 ［オプシ ョ ンのパスワード保護を有効にする (E)］にチェ ッ クマーク

を付けるかはずします。

5 パスワードのダイアログボッ クスでパスワードを入力します。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

Norton AntiVirus 活動の監視
場合によっては以前の Norton AntiVirus 活動を調べて、 前回のシステム

スキャン実行日時や先週の検出ウイルス数などを確認する こ とが必要

になるかもしれません。 Norton AntiVirus はウイルス警告、 アプ リ ケー

シ ョ ンの活動、 エラーの記録を活動ログに維持します。
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Norton AntiVirus が実行したタスク とその結果を調べるために活動ログ

を見て、特定のニーズに合わせた正しいオプシ ョ ン設定になっているこ

とを確認してください。

活動を確認するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［レポート (E)］ をク リ ッ ク し

ます。

3 レポートペインの活動ログの行で ［レポート を表示 (W)］ をク リ ッ

ク します。

4 左ペインで見直したいログを選択します。

ログを選択するたびに右ペインが切り替わってそのログに固有の

情報が表示されます。 新の活動がログの 上部に表示されます。

詳しい情報
Norton AntiVirus には用語集、ヘルプ、PDF 形式の 『ユーザーズガイ ド』、

Web 上のチュート リ アル、シマンテッ ク社のナレッジベースへのリ ンク

が用意されています。

用語集の参照

PDF 形式の 『ユーザーズガイ ド』 で青色で表記された用語は用語集にそ

の定義があ り ます。用語集は 『ユーザーズガイ ド』 とヘルプの両方で利
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用できます。いずれの場合も用語をク リ ッ クする とその定義が表示され

ます。

ヘルプの使い方

ヘルプは Norton AntiVirus でいつでも利用できます。 ヘルプのボタンま

たは詳しい情報への リ ンクを使う と完了するタスクに固有の情報が表

示されます。ヘルプメニューには製品のすべての機能と完了可能なタス

クに対する総合的なガイ ドが用意されています。

ヘルプメ ニューにアクセスするには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウ上部にある ［ヘルプ (H)］ をク

リ ッ ク します。

3 メ インヘルプメニューで ［Norton AntiVirus ヘルプ (V)］ を選択し

ます。

4 ヘルプウ ィンド ウの左ペインでページを表示します。次の選択肢が

あ り ます。

Norton AntiVirus ダイアログボックスのヘルプ

Norton AntiVirus ダイアログボッ クスで作業中に要求したと きに表示さ

れるヘルプはそのダイアログボッ クス専用です。

Norton AntiVirus ダイアログボッ クスのヘルプを表示するには

4 ダイアログボッ クスで ［ヘルプ］ をク リ ッ ク します。

ヘルプの目次やキー
ワードを表示します

バージ ョ ン、 システ
ム、 パスワードのリ
セッ トの情報を表示
します

シ マ ン テ ッ ク社の
Web サイ トへのリン
クです

［目次 (C)］ ヘルプを ト ピッ ク別に表示します。

［キーワード (N)］ ヘルプ ト ピ ッ クの リ ス ト をキーワードで文字コー

ド順に表示します。

［検索 (S)］ 語句を入力する検索フ ィールドを開きます。
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特定のタスクのヘルプ

ヘルプは Norton AntiVirus プログラムの操作手順も説明します。 操作

手順のヘルプ ト ピ ッ クにはメ インヘルプウ ィ ン ド ウからアクセスで

きます。

タスクのヘルプを表示するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ヘルプ (H)］ をク リ ッ ク し

ます。

3 メ インヘルプメニューで ［Norton AntiVirus ヘルプ (V)］ を選択し

ます。

4 ヘルプウ ィ ン ド ウの左ペインで次のいずれかのページを表示し

ます。

［目次 (C)］ ページ、 ［キーワード (N)］ ページ、 ［検索 (S)］ ページは他

の多くのヘルプウ ィンド ウでも利用でき、 ヘルプの検索にいつでも使

えます。

『ユーザーズガイ ド』 の使い方

『ユーザーズガイ ド』 は Norton AntiVirus CD 上に PDF 形式で提供され

ます。PDF 形式の『ユーザーズガイ ド』を読むには Adobe Acrobat Reader

をコンピュータにインス トールしておく必要があ り ます。

Adobe Acrobat Reader をインスト ールするには

1 Norton AntiVirus CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

2 ［CD の参照 (B)］ をク リ ッ ク します。

3 Manual フォルダをダブルク リ ッ ク します。

4 Acrobat フォルダをダブルク リ ッ ク します。

5 ar505jpn.exe をダブルク リ ッ ク します。

6 画面の指示に従い、 Adobe Acrobat Reader のフォルダを選択してイ

ンス トールを完了します。

［目次 (C)］ ヘルプを ト ピ ッ クで検索します。

［キーワード (N)］ ヘルプ ト ピ ッ クの リ ス ト をキーワードで文字コー

ド順に表示します。

［検索 (S)］ キーワードを入力してヘルプを検索します。
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Adobe Acrobat Reader をインス トールしたら CD から PDF 形式の 『ユー

ザーズガイ ド』 を読むこ とができます。

CD から PDF 形式の『 ユーザーズガイド 』 を読むには

1 Norton AntiVirus CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

2 ［CD の参照 (B)］ をク リ ッ ク します。

3 Manual フォルダをダブルク リ ッ ク します。

4 NAV_2003.PDF のアイコンをダブルク リ ッ クします。

『ユーザーズガイ ド』 はハードディ スクにコピーしてそこから読むこ と

もできます。 約 1MB のディ スク容量が必要です。

ハード ディ スクから『 ユーザーズガイド 』 を読むには

1 コピーした PDF が入っている場所を開きます。

2 NAV_2003.PDF のアイコンをダブルク リ ッ クします。

Web 上の Norton AntiVirus について

シマンテッ ク社の Web サイ トは Norton AntiVirus、 ウイルス定義ファイ

ル、 ウイルス対策技術、その他のシマンテッ ク製品について豊富な情報

を提供します。 シマンテッ ク社の Web サイ トにアクセスするには以下

のよ う な方法があ り ます。

Norton AntiVirus メ インウィ ンド ウからシマンテッ ク社の Web サイト に
アクセスするには

1 ［ヘルプ (H)］ をク リ ッ ク します。

2 必要な解決策と して次のいずれかを選択します。

Norton AntiVirus のレポートペインにはオンラインウイルス辞典へのリ

ンクがあ り ます。

［ヘルプとサポート (T)］ シマンテッ ク社の Web サイ トのテクニカルサ

ポートページに移動します。 特定の問題に対す

る解決策を検索した り、 ウイルス定義ファ イル

を更新した り、 ウイルス対策技術についての

新情報を読んだりできます。

［シマンテッ クレスポン

スセンター (N)］

シマンテッ ク社の Web サイ トのシマンテッ ク ・

セキュ リ ティ ・ レスポンスページに移動します。

latest virus threats （ 新のウイルス） の情報やセ

キュ リ ティアップデート を入手できます。



第 3 章　Norton AntiVirus の基本

詳しい情報

3-18
レポート ペインからシマンテッ ク社の Web サイト にアクセスするには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［レポート (E)］ をク リ ッ ク し

ます。

3 レポートペインで ［オンラインウイルス辞典］ の横にある ［レポー

ト を表示 (I)］ をク リ ッ ク します。

シマンテッ ク社の Web サイ トへのリ ンクが Windows エクスプローラの

ツールバーにあ り ます。

Windows エクスプローラからシマンテッ ク社の Web サイト にアクセス
するには

1 Windows エクスプローラを開きます。

2 ツールバーの Norton AntiVirus メニューで ［ウイルス辞典を表示

(V)］ を選択します。

このオプシ ョ ンはシマンテッ ク ・セキュ リ ティ ・ レスポンスの Web

ページに接続します。そこですべての種類のウイルスについての情

報を検索できます。

インターネッ トブラウザでシマンテッ ク社の Web サイ トにいつでもア

クセスできます。

ブラウザでシマンテッ ク社の Web サイト にアクセスするには

4 シマンテッ ク社の Web サイ ト （http://www.symantec.co.jp/） を参照

します。
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ピュータの保護
 4
コンピュータをウイルスから守るには、Auto-Protect、スク リプ ト遮断、

ワーム遮断による定期的な監視、電子メールの添付ファイルと インスタ

ン ト メ ッセンジャーによって転送されるファ イルのスキャン、頻繁なシ

ステムスキャンが必要です。これらのタスクは自動的に実行するよ うに

設定できます。

Windows 98/98SE/Me で Norton AntiVirus の追加の保護と して予防接種

を有効にする とシステムファイルの変更時に警告が表示されます。

保護設定の確認
Norton AntiVirusをインス トールしてコンピュータを再起動する とAuto-

Protect がオンになり ます。 Auto-Protect はユーザーの作業中にバッ ク

グラウンドで動作してウイルスまたは有害なコードの侵入を自動的に

監視し、 ウイルスが見つかる と警告を表示します。 Auto-Protect が働い

ているかど うかは Norton AntiVirus のメ インウ ィンド ウまたはシステム

ト レーのアイコンを見れば確認できます。コンピュータを 大限に保護

するには、次の表に従ってコンピュータの起動時に Auto-Protect などの

保護機能が有効になっているこ とを確認してください。

この表では保護を 大限にする設定とその手順の概略を示します。オプ

シ ョ ンについて詳し くはヘルプを参照してください。
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機能 設定の手順 大限の保護にする設定

Auto-Protect Norton AntiVirus メ イン

ウ ィ ン ド ウで ［有効にす

る］ をク リ ッ ク します。

p.3-9 の 「シ ステムオプ

シ ョ ンについて」 を参照

して ください。

Auto-Protect をオンに設定

します。

電子メールスキャン ［オプシ ョ ン (O)］ 、 ［電子

メール］の順にク リ ッ ク し

ます。

p.3-10 の「インターネッ ト

オプシ ョ ンについて」 を参

照して ください。

［着信電子メールをスキャン

(E)( 推奨 )］ と ［発信電子メー

ルをスキャン (O)( 推奨 )］ に

チェ ッ クマークを付けます。

サポー ト される通信プロ ト

コルの1つを電子メールプロ

グ ラ ム が使 う 場合にはデ

フォル ト で両方のオプシ ョ

ンが選択されます。

時間切れ保護 ［オプシ ョ ン (O)］ 、 ［電子

メール］、［拡張］ の順にク

リ ッ ク します。

p.3-10 の「インターネッ ト

オプシ ョ ンについて」 を参

照して ください。

［時間切れに対して保護す

る (P)( 推奨 )］ にチェ ッ ク

マークを付けます。

大きい添付フ ァ イルの受

信中に接続の時間切れを

防止するには、時間切れ保

護を有効にします。

インスタン ト メ ッセ

ンジャーのスキャン

［オプシ ョ ン (O)］、［インス

タン ト メ ッセンジャー］の

順にク リ ッ ク します。

p.3-10 の「インターネッ ト

オプシ ョ ンについて」 を参

照して ください。

保護 し たい イ ン ス タ ン ト

メ ッセンジャーにチェ ッ ク

マークを付けます。

ワーム遮断 ［オプシ ョ ン (O)］ 、 ［電子

メール］の順にク リ ッ ク し

ます。

p.3-10 の「インターネッ ト

オプシ ョ ンについて」 を参

照して ください。

［ワーム遮断を有効にする

(W) ( 推奨 )］ と ［電子メール

の添付フ ァ イルのスキャン

時に警告する (L)］ にチェ ッ

クマークを付けます。

スク リプ ト遮断 ［オプシ ョ ン (O)］、［ス ク リ

プ ト遮断］の順にク リ ッ ク

します。

p.3-9 の 「シ ス テムオプ

シ ョ ンについて」 を参照し

て ください。

［ス ク リプ ト遮断を有効にす

る (E)(推奨)］にチェ ッ クマー

クを付けます。
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ディスク、 フォルダ、 ファイルの手動ス
キャン

Auto-Protect が有効で Norton AntiVirus オプシ ョ ンがデフォルト レベル

に設定されている場合、 通常は手動スキャンは必要あ り ません。 ただ

し、 たとえば、 Norton AntiVirus と競合する別のプログラムをロード し

て使うために Auto-Protect を一時的に無効にした場合、有効な状態に戻

すのを忘れる と、ハードディ スクがウイルスに感染してもウイルスが検

出されない可能性があ り ます。その場合はコンピュータ全体をスキャン

するこ と も、個々のフロ ッピーディ スク、 ド ラ イブ、 フォルダ、 ファ イ

ルをスキャンするこ と もできます。

通常は手動スキャンのデフォルト設定で十分ですが、オプシ ョ ンウ ィン

ド ウで Bloodhound ウイルス検出技術のレベルを上げたり手動スキャン

予防接種 ［オプシ ョ ン (O)］、 ［予防

接種］ の順にク リ ッ ク し

ます。

p.3-11 の「その他オプシ ョ

ンについて」 を参照して く

ださい。

［ブート レコードに予防接種

をする (I)( 推奨 )］ にチェ ッ

クマークを付けます。

機能 設定の手順 大限の保護にする設定
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のオプシ ョ ンを調整したりできます。手動スキャンオプシ ョ ンについて

詳し くはヘルプを参照してください。

システムの完全スキャンの実行

システムの完全スキャンはコンピュータ上のすべてのブート レコード

とファ イルをスキャンします。

システムの完全スキャンを実行するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ウイルススキャン (F)］ をク

リ ッ ク します。

3 ウイルススキャンペインで ［コンピュータをスキャン］ をク リ ッ ク

します。

4 ［処理］ で ［スキャン (S)］ をク リ ッ ク します。

スキャンが完了する と スキャンの概略が表示されます。

5 概略の見直しが終わったら ［完了］ をク リ ッ ク します。

個々の要素のスキャン

場合によっては特定のファ イル、 リ ムーバブルド ラ イブ、 フロ ッピー

ディ ス ク、 コンピュータの任意のド ラ イブ、 コンピュータ上の任意の

フォルダまたはファイルを個々にスキャンするこ とが必要になり ます。

フロ ッ ピーディ ス クで作業した と きや電子メールメ ッセージで圧縮
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ファ イルを受信したと きはウイルス感染の疑いがあ り ます。検査したい

特定のディ スクまたは個々の要素のみをスキャンできます。

個々の要素をスキャンするには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ウイルススキャン (F)］ をク

リ ッ ク します。

3 ウイルススキャンペインで実行したいスキャンを選択します。

4 ［処理］ で ［スキャン (S)］ をク リ ッ ク します。

すべての リ ムーバブルド ラ イブまたはフロ ッ ピーディ ス ク をス

キャンするよ うに選択した場合、 スキャンは自動的に始ま り ます。

ド ラ イブ、 フォルダ、 フ ァ イルをスキャンする よ うに選択した場

合、 スキャンする ド ラ イブ、 フォルダ、 ファ イルを選択するダイア

ログボッ クスが表示されます。

5 ダイアログボッ クスで選択した後で ［スキャン (S)］ をク リ ッ ク し

ます。

スキャンが完了する と スキャンの概略が表示されます。

6 概略の見直しが終わったら ［完了］ をク リ ッ ク します。

スキャン中に問題が見つかった場合
p.6-1 の 「スキャン
中にウイルスが見
つかった場合」 を
参照してください。

スキャンの 後に Norton AntiVirus のスキャン中に見つかった内容の概

略レポー ト が表示されます。 ウ イルスが見つかった と きに Norton

AntiVirus によるファ イルの自動修復を指定してあれば、 そのファ イル

は修復済みと して リ ス トに表示されます。修復できないファイルの場合

には検疫または削除できます。

カスタムスキャンの作成と使い方
p.4-8 の 「カスタム
スキャンのスケ
ジュール設定」 を
参照してください。

コンピュータの特定の要素を定期的にスキャンする場合にそのスキャ

ン要素を毎回指定する必要がないよ うにしたい場合はカスタムスキャ

ンを作成できます。カスタムスキャンは自動的に実行するよ うにもスケ

ジュール設定できます。

不要になったカスタムスキャンは削除できます。たとえば、頻繁にファ

イル交換をする必要があるプロジェク トで作業している場合、そのファ

イルのコピー先フォルダを作成し、使う前にファイルをスキャンする必

要があ り ます。プロジェク トが完了したら、そのフォルダのカスタムス

キャンは削除できます。
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カスタムスキャンを作成するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ウイルススキャン (F)］ をク

リ ッ ク します。

3 ウイルススキャンペインの［処理］で［新規 (N)］ をク リ ッ ク します。

4 Norton AntiVirus スキャンウ ィザードの開始ウ ィンド ウで［次へ (N)］

をク リ ッ ク します。

5 次の一方または両方の操作をします。

2 スキャンする個々のファイルを選択するには［ファ イルの追加

(E)］ をク リ ッ ク します。

2 スキャンするフォルダやド ライブを選択するには［フォルダの

追加 (F)］ をク リ ッ ク します。

両方のオプションを使って必要な項目を組み合わせて選択できます。

6 表示されるダイアログボックスでスキャンしたい項目を選択します。

フォルダを選択した場合、そのフォルダの中のすべてのファイルが

含まれます。 ド ラ イブを選択した場合、そのド ライブ上のすべての

フォルダとファ イルが含まれます。

7 次のいずれかの操作をして選択した項目をスキャンする項目の リ

ス トに追加します。

2 ［ファ イルのスキャン］ ダイアログボッ クスで ［開く (O)］ をク

リ ッ ク します。

2 ［フォルダのスキャン］ ダイアログボッ クスで ［追加 (A)］ をク

リ ッ ク します。

8 リ ス トから項目を削除するにはその項目を選択してから ［削除 (R)］

をク リ ッ ク します。

9 スキャンする項目のリ ス トの作成が終わったら ［次へ (N)］ をク

リ ッ ク します。

10 スキャン リ ス ト で識別できる名前をそのスキャンに対し入力し

ます。

11 ［完了］ をク リ ッ ク します。

カスタムスキャンの実行

カスタムスキャンを実行する場合、スキャンしたい項目を再定義する必

要はあ り ません。

カスタムスキャンを実行するには

1 Norton AntiVirus を起動します。
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2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ウイルススキャン (F)］ をク

リ ッ ク します。

3 ウイルススキャンペインでカスタムスキャンを選択します。

4 ［処理］ で ［スキャン (S)］ をク リ ッ ク します。

スキャンが完了する と スキャンの概略が表示されます。

5 概略の見直しが終わったら ［完了］ をク リ ッ ク します。

カスタムスキャンの削除

不要になったカスタムスキャンは削除できます。

カスタムスキャンを削除するには

1 Norton AntiVirus を起動します

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ウイルススキャン (F)］ をク

リ ッ ク します。

3 ウイルススキャンペインで削除したいスキャンを選択します。

w スキャン名の左側にあるボタンをク リ ッ ク した場合、そのスキャン

が実行されます。

4 ［処理］ で ［削除］ をク リ ッ ク します。

5 スキャンを削除してよければ ［はい (Y)］ をク リ ッ ク します。

スキャンのスケジュール設定
Norton AntiVirus をインス トールして情報ウ ィザードを完了する と き、

インス トール後のタスクの一部と してシステムの完全スキャンを週に1

回実行するスケジュールを選択できます。そのよ うに選択した場合、ス

キャンは自動的にスケジュール設定されます。

特定の日時または定期的に無人で実行されるカスタマイズ済みウイル

ススキャンをスケジュール設定できます。定時スキャンの開始時にコン

ピュータを使っている場合、 作業を中断しな くてもすむよ うに定時ス

キャンはバッ クグラウンドで実行されます。

w スキャン リ ス ト の事前定義済みスキャンをスケジュール設定する こ と

はできませんが、作成したカスタムスキャンのスケジュール設定はでき

ます。
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カスタムスキャンのスケジュール設定

カスタムスキャンのスケジュール設定は完全に自由にできます。スキャ

ンを実行したい頻度 （日単位、 週単位、 月単位など） を選択する と、 そ

の要求をさ らに細かく定義できる追加フ ィールドが表示されます。たと

えば、日単位のスキャンを要求して、それを 2 日または 3 日の間隔で実

行するよ うにスケジュール設定できます。

カスタムスキャンをスケジュール設定するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ウイルススキャン (F)］ をク

リ ッ ク します。

3 ウ イルススキャンペインでスケジュール設定したいスキャンを選

択します。

w スキャン名の左側にあるボタンをク リ ッ ク した場合、 そのスキャ

ンが実行されます。

4 ［タスクのスケジュール］で ［スケジュール (C)］ をク リ ッ ク します。

5 ［スケジュール］ ダイアログボッ クスで ［複数のスケジュールを表

示する (U)］ にチェ ッ クマークが付いている場合には ［新規 (N)］ を

ク リ ッ ク してスケジュールフ ィールドを有効にします。

チェ ッ クマークが付いていない場合には各フ ィールドはすでに有

効になっています。

6 スキャンを実行したい頻度と時間を設定します。

ほとんどの頻度オプシ ョ ンに、さ らにスケジュールを細かく定義で

きる追加オプシ ョ ンがあ り ます。必要に応じて追加オプシ ョ ンを設

定します。

7 完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。

スキャンには複数のスケジュールを作成する こ と もできます。 たとえ

ば、 作業する日の 初と 後に同じスキャンを実行できます。

単一のスキャンに複数のスケジュールを作成するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ウイルススキャン (F)］ をク

リ ッ ク します。

3 ウ イルススキャンペインでスケジュール設定したいスキャンを選

択します。

w スキャン名の左側にあるボタンをク リ ッ ク した場合、 そのスキャ

ンが実行されます。
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4 ［タスクのスケジュール］で ［スケジュール (C)］ をク リ ッ ク します。

5 ［スケジュール］ ダイアログボッ クスで ［複数のスケジュールを表

示する (U)］ にチェ ッ クマークを付けます。

6 追加のスケジュールを設定するには ［新規 (N)］ をク リ ッ ク します。

7 スキャンを実行したい頻度と時間を設定します。

ほとんどの頻度オプシ ョ ンに、さ らにスケジュールを細かく定義で

きる追加オプシ ョ ンがあ り ます。必要に応じて追加オプシ ョ ンを設

定します。

8 完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。

定時スキャンの編集

週に 1 回のシステムの完全スキャンを含み、 どの定時スキャンのスケ

ジュールも変更できます。

定時スキャンを編集するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ウイルススキャン (F)］ をク

リ ッ ク します。

3 ウ イルススキャンペインでスケジュール設定したいスキャンを選

択します。

w スキャン名の左側にあるボタンをク リ ッ ク した場合、 そのスキャ

ンが実行されます。

4 ［タスクのスケジュール］で ［スケジュール (C)］ をク リ ッ ク します。

5 希望に応じてスケジュールを変更します。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

スキャンスケジュールの削除

スキャンスケジュールは削除できます。スケジュールを削除してもその

スキャンは削除されません。

スキャンスケジュールを削除するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［ウイルススキャン (F)］ をク

リ ッ ク します。

3 ウ イルススキャンペインでスケジュール設定したいスキャンを選

択します。
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w スキャン名の左側にあるボタンをク リ ッ ク した場合、 そのスキャ

ンが実行されます。

4 ［タスクのスケジュール］で ［スケジュール (C)］ をク リ ッ ク します。

5 ［スケジュール］ ダイアログボッ クスで ［複数のスケジュールを表

示する (U)］ にチェ ッ クマークを付けます。

6 （複数あれば） 削除したいスケジュールを選択します。

7 ［削除 (D)］ をク リ ッ ク します。

8 ［OK］ をク リ ッ ク します。

 



LiveUpdate による
新の保護体制の維持
 5
シマンテッ ク製品は 新の情報に基づいて新種の脅威からコンピュー

タを保護します。 この情報はシマンテッ ク社の LiveUpdate を使って利

用できます。 インターネッ ト接続を使って LiveUpdate はプログラムの

更新版と保護ファイルの更新版をコンピュータ用に入手します。

LiveUpdate を使う場合、 通常のインターネッ ト接続料金が別途必要です。

w Norton AntiVirus を Windows 2000/XPで使う場合、LiveUpdate を実行する

には管理者のアクセス権が必要です。

プログラムの更新版について
プログラムの更新版はインス トール済み製品に対するわずかな改良で

す。プログラムの更新版は製品全体が新しいバージ ョ ンに変わる製品の

アップグレード とは異なり ます。既存のソフ ト ウェアコードを置き換え

る自己インス トーラを備えたプログラムの更新版はパッチと もいいま

す。パッチは通常はオペレーティングシステムまたはハード ウェアの互

換性を拡張するため、処理効率の問題を調整するため、バグを修正する

ために作成されます。

LiveUpdate はプログラムの更新版を入手してインス トールする処理を

自動化します。 つま り、 インターネッ トサイ トでファ イルを検索して

入手しインス トールした後でコンピュータの残がいファイルを削除し

ます。
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保護ファイルの更新版について
保護ファ イルの更新版はシマンテッ ク社から更新サービスで利用でき

るファ イルです。このファイルがある とシマンテッ ク製品は脅威対策の

新の技術で新種の脅威に対処できます。受け取る更新版はどの製品を

使っているかによって異なり ます。

更新サービスについて
シマンテッ ク製品の更新サービスではその製品の保護ファ イルの更新

版を期間限定で無料で更新できます。更新サービスの期限切れ予定が近

づく と、 更新サービス申し込みのメ ッセージが表示されます。

更新サービスを申し込まない場合でも LiveUpdate を使ってプログラム

の更新版は取り込めます。 しかし、 ウイルス定義ファ イルなどの保護

ファイルの更新版は取り込めないため、新種の脅威からは保護されなく

なり ます。

Norton AntiVirus、

Norton SystemWorks

Norton AntiVirus と Norton SystemWorks のユーザーはウ

イルス定義ファイルの更新サービスを受けます。 これに

よってシマンテッ ク社が用意する 新のウ イルスシグ

ネチャ と他の技術にアクセスできます。

Norton Internet 

Security

Norton Internet Security のユーザーはウイルス定義ファ

イルのほかに Web フ ィルタ リ ング、 侵入検知、 スパム

警告に対する保護ファイルの更新サービスも受けます。

Web フ ィルタ リ ングの更新ファ イルは不適切な Web コ

ンテンツを識別するため使う Webサイ ト アド レス とWeb

サイ ト カテゴ リの 新の リ ス トです。

侵入検知の更新フ ァ イルは 新の定義済みフ ァ イ ア

ウォールルールと インターネッ ト にアクセスするアプ

リ ケーシ ョ ンの更新済みリ ス トです。 この リ ス トは権限

のないコンピュータアクセスの試みを識別するために

使います。

スパム警告の更新ファ イルは 新のスパム定義と スパ

ム メールの性質の更新済みリ ス トです。 この リ ス トは迷

惑メールを識別するために使われます。

Norton Personal 

Firewall

Norton Personal Firewall のユーザーは侵入検知に使う定

義済みファ イアウォールルールと インターネッ ト にア

ク セスする アプ リ ケーシ ョ ンの リ ス ト に対する更新

サービスを受けます。
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更新する頻度
コンピュータを新種の脅威から守るためには、シマンテッ ク製品を購入

してインス トールした直後に LiveUpdate を実行するこ とをお勧めしま

す。 新のファイルを入手したらそれ以降は定期的に LiveUpdate を実

行して更新版を入手してください。たとえば、 新のウイルス定義ファ

イルを入手するには1週間に1回または新種のウイルスが発見されたと

きに必ず LiveUpdate を使ってください。 プログラムの更新版は必要に

応じて リ リースされます。

更新の警告の要求

新の保護ファイルが必ずあるよ うにするために、高レベルのウイルス

アウ ト ブレークまたは他のインターネッ ト セキュ リ テ ィの脅威がある

と きに常に電子メールで警告を受信するよ うに要求できます。電子メー

ルの警告は脅威を説明し、検出と除去の方法を示し、 コンピュータを安

全に維持するための助言を表示します。このよ う な警告のいずれかを受

信した後は必ず LiveUpdate を実行してください。

更新の警告を要求するには

1 Web ブラウザで www.symantec.com/region/jp/sarcj/index.html に移

動します。

2 画面の指示に従って操作してください。

社内ネッ トワーク上で LiveUpdate を実行す
る場合

会社のファ イアウォールの背後にあるネッ ト ワークに接続しているコ

ンピュータ上で LiveUpdate を実行する場合にはネッ ト ワーク管理者が

ネッ ト ワーク上に社内 LiveUpdate サーバーを設定しているこ とがあ り

ます。 LiveUpdate はこの場所を自動的に見つけるはずです。

社内 LiveUpdate サーバーとの接続に問題がある場合にはネッ ト ワーク

管理者に問い合わせてください。

LiveUpdate 以外による更新版の入手
LiveUpdate を使えない場合にはインターネッ ト を使う方法でのみ更新

版を入手できます。 インターネッ ト経由でシマンテッ ク社の Web サイ

トから入手してください。
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w シマンテッ ク社の Web サイ トから保護ファイルの更新版を入手するに

は更新サービスが 新の状態である必要があ り ます。

Web サイト から更新版を入手するには

1 Web ブラウザで次のサイ トに進みます。

http://www.symantec.com/region/jp/sarcj/

2 必要な種類の更新版を入手するためにリ ンクをたど り ます。

LiveUpdate を使って更新版を入手
LiveUpdate はコンピュータにインス トールされているすべてのシマン

テッ ク製品に対する更新版の有無を調べます。

LiveUpdate を使って更新版を入手するには

1 シマンテッ ク製品を開きます。

2 ウ ィンド ウ上部にある ［LiveUpdate］ をク リ ッ ク します。 

更新サービスの期限が切れたこ とを示す警告が表示される こ とが

あ り ます。画面の指示に従って操作して更新サービスの申し込みを

完了してください。

3 LiveUpdate ウ ィンド ウで更新版を見つけるために ［次へ (N)］ をク

リ ッ ク します。

4 更新版が利用可能な場合には ［次へ (N)］ をク リ ッ ク しその更新版

をダウンロード してインス トールします。

5 インス トールが完了したら ［完了］ をク リ ッ ク します。

w プログラムの更新版はインス トールの後でコンピュータの再起動を要

求するこ とがあ り ます。

LiveUpdate を対話モードまたは高速モード
に設定

LiveUpdate は対話モード または高速モードで動作します。 対話モード

（デフォルト ）では LiveUpdate は LiveUpdate 技術がサポートするシマン

テッ ク製品に利用可能な更新版のリ ス ト をダウンロード します。どの製

品の更新版をインス トールしたいかをユーザーが選択できます。 高速

モードでは LiveUpdate はシマンテッ ク製品に利用可能なすべての更新

版を自動的にインス トールします。
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LiveUpdate を対話モード または高速モード に設定するには

1 シマンテッ ク製品を開きます。

2 ウ ィンド ウ上部にある ［LiveUpdate］ をク リ ッ ク します。

3 LiveUpdate によ う こそ画面で ［設定 (C)］ をク リ ッ ク します。

4 ［LiveUpdate の設定］ ダイアログボッ クスの ［一般］ ページで ［対

話モード (I)］ または ［高速モード (E)］ を選択します。

5 ［高速モード (E)］ を選択した場合には更新版の有無を調べるために

ど う開始したいかを選択します。

2 更新を取り消せるよ うにするには ［［開始 (S)］ をク リ ッ ク して

LiveUpdate の実行を開始する (S)］ を選択します。

2 LiveUpdate の起動時に必ず更新版を自動的にインス トールす

るには ［LiveUpdate を自動的に起動する (W)］ を選択します。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

高速モードをオフにする

高速モードで動作するよ うに LiveUpdate を設定した後は LiveUpdate か

ら直接 ［LiveUpdate の設定］ ダイアログボッ クスは表示できなくな り ま

す。［Symantec LiveUpdate］ コン ト ロールパネルを使う必要があ り ます。

高速モード をオフにするには

1 Windows のスタート メニューで ［設定 (S)］、 ［コン ト ロールパネル

(C)］ の順に選択します。

2 コン ト ロールパネルのウ ィンド ウで ［Symantec LiveUpdate］ をダブ

ルク リ ッ ク します。

3 ［LiveUpdate の設定］ ダイアログボッ クスの ［一般］ ページで ［対

話モード (I)］ を選択します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

LiveUpdate の自動実行
自動 LiveUpdate を有効にするこ とによって設定スケジュールに基づき

LiveUpdate で保護ファ イルの更新版の有無を自動的に調べるこ とがで

きます。 製品の更新版を受け取るには引き続き LiveUpdate を手動で実

行する必要があ り ます。

w 自動 LiveUpdate は接続が見つかるまでは 5 分ごと、その後は 4 時間ごと

にインターネッ ト接続の有無を調べます。 インターネッ トサービスプ
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ロバイダ （ISP） に自動的に接続する設定の ISDN ルーターがある場合

には接続回数が多くなり、 接続のたびに接続料金と電話料金がかかる

結果になり ます。 これが問題になる場合には ISP に自動的に接続しな

いよ うに ISDN ルーターを設定するか、 Norton AntiVirus オプシ ョ ンで

自動 LiveUpdate を無効にしてください。

自動 LiveUpdate を有効にするには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウ上部にある ［オプシ ョ ン (O)］ を

ク リ ッ ク します。

w オプシ ョ ンにパスワードを設定した場合、 先に進むにはその前に

パスワードを入力するよ うに要求されます。

3 ［Norton AntiVirus オプシ ョ ン］ ダイアログボッ クスの ［インター

ネッ ト ］ で ［LiveUpdate］ をク リ ッ ク します。

4 LiveUpdate ペインで ［自動 LiveUpdate を有効にする (E) ( 推奨 )］ に

チェ ッ クマークを付けます。

5 次のいずれかを選択して更新版をど う適用したいかを設定します。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。

自動 LiveUpdate のスケジュールを削除するには自動 LiveUpdate を無効

にします。

自動 LiveUpdate を無効にするには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウ上部にある ［オプシ ョ ン (O)］ を

ク リ ッ ク します。

w オプシ ョ ンにパスワードを設定した場合、 先に進むにはその前に

パスワードを入力するよ うに要求されます。

3 ［Norton AntiVirus オプシ ョ ン］ ダイアログボッ クスの ［インター

ネッ ト ］ で ［LiveUpdate］ をク リ ッ ク します。

［操作を中断し ない

で更新版を適用する

(A) ( 推奨 )］

LiveUpdate は保護ファ イルの更新版の有無を調べ、

ユーザーにメ ッセージを表示しないでインス トー

ルします。 時々 LiveUpdate を実行してプログラム

の更新版の有無を調べる必要があ り ます。

［更新版が利用可能

な と き に通知す る

(N)］

LiveUpdate は保護ファ イルの更新版の有無を調べ、

インス トールしたいかど う かの確認メ ッセージを

ユーザーに表示します。
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4 LiveUpdate ペインで ［自動 LiveUpdate を有効にする (E) ( 推奨 )］ の

チェ ッ クマークをはずします。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。





コンピュータでウイ
ルスが見つかったと
きの処理
 6
Norton AntiVirus でコンピュータ上にウイルスが見つかった場合には次

の 3 通りの方法でその問題を解消するこ とが考えられます。

1 ファ イルを修復する

ファイルからウイルスを除去します。脅威がワームまたはト ロイの

木馬の場合にはファイルを削除します。

p.6-7 の 「検疫に
ファ イルがある場
合」 を参照してく
ださい。

1 ファ イルを検疫する

Norton AntiVirus 以外のプログラムがこのファイルにアクセス不能

になり ます。このファ イルを誤って開きウイルスが伝染する可能性

はあ り ませんが、シマンテッ ク社への提出のためにファイルを評価

できます。

1 ファ イルを削除する

ウイルス、 ワーム、 ト ロイの木馬のいるファイルを削除するこ とに

よってコンピュータからウイルスを除去します。この処理をするの

はファイルの修復も検疫もできない場合のみにしてください。

悪質な脅威は手動スキャン中や定時スキャン中または感染ファ イルの

処理時に Auto-Protect によって見つかる可能性があ り ます。脅威はイン

スタン ト メ ッセンジャーセッシ ョ ン中または電子メールの送信時にも

見つかる可能性があ り ます。脅威にど う対処するかは脅威がスキャンに

よって見つかったか Auto-Protect によって見つかったかで異なり ます。

スキャン中にウイルスが見つかった場合
スキャン中またはインスタン ト メ ッセンジャーセッシ ョ ンでウイルス、

ト ロイの木馬、ワームのいずれかが見つかった場合には自動修復または

自動削除の結果の概略が表示されるか、修復ウ ィザードを使って問題を

解消する必要があるかのいずれかです。
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修復の詳細の見直し

ファ イルを自動的に修復または削除するよ うに Norton AntiVirus の手動

スキャンオプシ ョ ンを設定した場合にすべての感染ファイルを修復ま

たは削除できる と、 スキャンの概略のリ ス トに感染ファイルの数と修

復ファイルまたは削除ファイルの数が表示されます。 この情報は状態

確認のためだけに示されます。 コンピュータを保護するためにこれ以

上の処理をする必要はあ り ません。 もっと詳し く知りたい場合には修

復の詳細を表示して、 どのファイルが何の脅威に感染していたかを確

認できます。

修復の詳細を見直すには 

1 スキャナウ ィンド ウの概略ペインで ［詳細を表示 (M)］ をク リ ッ ク

します。

2 結果の見直しが終わったら ［完了］ をク リ ッ ク します。

修復ウィザードの使い方

修復できないファ イルがある場合またはウイルスが見つかったと きに

処理を要求するよ うに Norton AntiVirus のオプシ ョ ンを設定した場合に

は修復ウ ィザードが開きます。 Norton AntiVirus が修復を試みなかった

場合、修復ウ ィザードは修復ペインで開きます。それ以外の場合には検

疫ウ ィンド ウで開きます。

修復ウィ ザード を使う には

1 修復ウ ィザードが修復ペインで開く場合には Norton AntiVirus で修

復したくないファイルのチェッ クマークをはずします。

デフォル ト ではすべてのファ イルにチェ ッ クマークが付いていま

す。 これが推奨する処理です。

2 ［修復］ をク リ ッ ク します。

修復または削除できないファ イルがある場合には検疫ウ ィ ン ド ウ

が開きます。

3 検疫ウ ィ ン ド ウで検疫した くないファ イルのチェ ッ クマークをは

ずします。

デフォル ト では検疫に追加するためにすべてのファ イルにチェ ッ

クマークが付いています。 これが推奨する処理です。

4 ［検疫］ をク リ ッ ク します。

検疫できないファイルがある場合には削除ペインが開きます。

5 削除したくないファイルのチェッ クマークをはずします。 
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6 ［削除］ をク リ ッ ク します。

感染ファ イルを削除しないと、 コンピュータ上にウイルスが残り、

他のファイルを損傷したり伝染する可能性があ り ます。 

すべてのファイルに修復、検疫、削除のいずれかの処理をした後で

スキャナウ ィンド ウの概略ペインが開きます。

7 概略の見直しが終わったら ［完了］ をク リ ッ ク します。

w ハードデ ィ ス ク ド ラ イブ上のブー ト ウ イルス感染の修復後はコ ン

ピュータを再起動してください。

Auto-Protect によってウイルスが見つかっ
た場合

Auto-Protect はファイルを開く、 コピー、 移動するなどの操作時に

ファイルをスキャンしてウイルスなどの悪質な脅威の有無を調べます。

ウイルスまたはウイルスらしい活動が検出される と、 ほとんどの場合、

ウイルスが見つかりその感染を修復したこ とを示す警告が表示されま

す。 そこからど う進むかは使っているオペレーティングシステムで異

なり ます。

Windows 98/98SE/Me を使っている場合

Windows 98/98SE/Me で Auto-Protect によってウイルスまたは脅威が見

つかりその感染が修復された場合には修復ファ イルまたは削除ファ イ

ルを示す警告が表示されます。

警告を閉じるには

4 ［完了］ をク リ ッ ク します。

ウイルスが見つかったと きの処理をAuto-Protectが要求するよ うにオプ

シ ョ ンを設定した場合には警告によって処理の選択が要求されます。推

奨する処理が必ず事前に選択されています。
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ファ イルを修復できない場合には修復しなかったこ と を示しファ イル

の検疫を推奨する警告が表示されます。 ［感染ファイルを修復する］ を

除いたすべてのオプシ ョ ンが使えます。

Windows 2000/XP を使っている場合

Windows 2000/XPでAuto-Protectによって脅威が見つかりその感染が自

動的に修復または削除された場合には修復ファ イルまたは削除ファ イ

処理 結果

［感染ファ イルを修復する］ ウ イルス、 ト ロイの木馬、 ワームを自動的に除

去して感染ファ イルを修復または削除します。

ウ イルスが見つかった と きに常に 善の選択

肢です。

［感染ファ イルを検疫する］ 感染ファ イルを特別な領域に隔離します。 脅威

は （伝染しな く な り ますが） 除去されません。

未知の脅威によ る感染の疑いがある場合に選

択して ください。 検疫された感染ファ イルはシ

マンテッ ク社に提出して分析を依頼できます。

［感染ファ イルを削除する］ 感染フ ァ イルを削除する こ とによって脅威を

除去します。 削除するのは修復できない場合に

善の選択肢です。 感染ファ イルを削除した後

で未感染の同じ フ ァ イルをバッ クア ップディ

スクからコピーし直して ください。 その後で再

びウイルス、 ト ロ イの木馬、 ワームのいずれか

が検出されたらバッ ク ア ップデ ィ ス クのフ ァ

イルが感染しています。

［フ ァ イルを開かないで問題

を放置する］

感染ファ イルが使われないよ うに現在の操作を

中止します。 この処理で問題は解決しません。次

回同じこ とをすると警告が表示されます。

［問題を無視して、 今後この

ファ イルをスキャンしない］

脅威がいる疑いのあるフ ァ イルを除外 リ ス ト

に追加します。 除外リ ス トに追加されたファ イ

ルは、 リ ス ト から削除しない限り今後ウイルス

スキャンから除外されます。 ファ イルにウイル

スがいないこ とがわかっている場合にのみ選

択して ください。

［問題を無視して、感染ファイ

ルのスキャンを続行する］

現在の操作を続行します。 問題は解決しません。

ウイルス、 ト ロイの木馬、ワームの活動でないと

いう確信がある場合にのみ選択してください。後

で再び警告が表示されます。ど う したらいいか確

信がない場合には［ファイルを開かないで問題を

放置する］ を選択してください。
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ルとファ イルに感染していたウイルス、 ト ロイの木馬、ワームを示す警

告が表示されます。 インターネッ トに接続してシマンテッ ク社の Web

サイ トでウイルス名をク リ ッ クする と、 そのウイルスを説明する Web

ページが開きます。

警告を閉じるには

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ファ イルを修復できない場合には 2 つの警告が表示されます。 1 つは

Auto-Protect でファイルを修復できなかったこ とを示し、 も う 1 つは

ファイルアクセスが拒否されたこ とを示します。

p.6-7 の 「検疫に
ファ イルがある場
合」 を参照してく
ださい。

Auto-Protectオプシ ョ ンは修復できない感染ファイルの検疫を試みるよ

うに設定できます。そのよ うに設定した場合、ファ イルが検疫される と

通知されます。 

未修復ファイルの問題を解消するには

p.4-4 の 「システム
の完全スキャンの
実行」 を参照して
ください。

1 コンピュータ上でシステムの完全スキャンを実行して、他のファイ

ルがウイルスに感染していないこ とを確認します。

p.6-1 の 「スキャン
中にウイルスが見
つかった場合」 を
参照してください。

2 修復ウ ィザードの推奨する処理に従ってコンピュータを感染ファ

イルから保護します。

スクリプ ト遮断によってウイルスが見つ
かった場合
p.4-1 の 「保護設定
の確認」 を参照し
てください。

スク リプト遮断はVisual Basic と JavaScriptのスク リプト をウイルススキャ

ンします。ウイルスまたはウイルスらしい活動が検出されると、ほとんど

の場合、 潜在的な脅威が見つかったこ とを示す警告が表示されます。

いずれかのオプシ ョ ンを選択して脅威を除去する必要があ り ます。推奨

する処理はスク リプ トの実行を停止するこ とです。警告の ［ヘルプ］ を

ク リ ッ クする と応答のしかたについての補足情報が表示されます。

ワーム遮断によって脅威が見つかった場合
p.4-1 の 「保護設定
の確認」 を参照し
てください。

自己またはその複製を電子メールで送信しよ う とするプログラムは電

子メールによる伝染を試みるワームである可能性があ り ます。ワームは

ユーザーとの対話なしで自己またはその複製を電子メールメ ッセージ

で送信できます。
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ワーム遮断は発信電子メールの添付ファ イルを絶え間な く スキャンし

てワームの有無を調べます。ワームが検出された場合には悪質なワーム

が見つかったこ とを示す警告が表示されます。

警告ではオプシ ョ ンが表示され処理を選択するよ うに要求されます。こ

のと き電子メールメ ッセージを送信しよ う と していなかった場合には

おそら く ワームと考えられるのでファイルを検疫してください。警告の

［ヘルプ］ をク リ ッ クする と応答のしかたについての補足情報が表示さ

れます。

脅威に応答してファ イルを削除した後でもシステムが感染している可

能性があ り ます。LiveUpdate を実行してシステムをスキャンし、必要に

応じてシマンテッ ク ・ セキュ リ ティ ・ レスポンスの Web サイ ト （http:/

/www.symantec.com/region/jp/sarcj/） にアクセスして 新のウイルス定

義ファイルのク リーンアップツールを入手してください。

システムファイルの変更について予防接種
の警告が表示される場合

w 予防接種による保護は Windows 98/98SE/Me システムのみで利用でき

ます。

p.4-1 の 「保護設定
の確認」 を参照し
てください。

システムファ イルはいろいろな理由で変更されます。オペレーティング

システムの更新、ハードディ スクのパーティシ ョ ンの再分割、 ウイルス

の感染などの理由が考えられます。 システムファ イルが変更される と

Norton AntiVirus の警告が表示されます。

システムファイルの変更についての警告が表示された場合には2つのオ

プシ ョ ンがあ り ます。予防接種のスナップシ ョ ッ ト を更新するかファイ

ルを修復します。ファ イルを修復する前にウイルス定義ファイルが 新

であるこ とを確認してスキャンを実行してください。

予防接種の変更に応答するには

4 警告ウィンドウで必要な処理を選択します。 次の選択肢があります。

［保存してあるマスターブー

ト レコードを更新します］

システムファ イルの正当な変更の後に警告

が表示された場合に使います。

［マスターブー ト レコード を

復元します］

システムの変更が正当な理由でないと確信

している場合に使います。
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検疫にファイルがある場合
検疫に入った後のファ イルに対する処理オプシ ョ ンはいろいろあ り ま

す。検疫にあるファ イルに対するすべての処理は検疫ウ ィンド ウを使っ

て実行してください。

検疫ウィ ンド ウを開く には

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［レポート (E)］ をク リ ッ ク し

ます。

3 レポートペインの検疫項目の行で ［レポート を表示 (V)］ をク リ ッ

ク します。

検疫ウ ィ ン ド ウ上部のツールバーには検疫にあるファ イルに対して実

行できるすべての処理のボタンがあ り ます。

［項目の追加］ ファ イルを検疫に追加します。この処理は感染の疑いの

あるファ イルを検疫するために使います。すでに検疫に

入っているファ イルには影響しません。

［プロパテ ィ］ 選択したファ イルとそのフ ァ イルに感染しているウ イ

ルスについての詳しい情報を表示します。

［項目の修復］ 選択したファイルの修復を試みます。この処理はファ イ

ルを検疫に追加した後で新しいウイルス定義ファ イル

を入手した場合にして ください。

［項目の復元］ 選択したファイルを修復しないで元の場所に戻します。

［項目の削除］ 選択したファイルをコンピュータから削除します。
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検疫にあるファイルを処理するには

1 処理したいファイルを選択します。

2 ツールバーで実行したい処理を選択します。

3 完了したらファ イルメニューで ［終了 (X)］ を選択します。

Norton AntiVirus がファイルを修復できない
場合
「第5章 LiveUpdate
に よ る 新の保護
体制の維持」 を参照
してください。

Norton AntiVirus が感染ファイルを自動的に修復または削除できない

も一般的な原因の1つはコンピュータ上のウイルス定義ファイルが 新

でないこ とです。LiveUpdate でウイルス定義ファイルを更新してから再

びスキャンします。 

それでも修復できない場合にはレポート ウ ィ ン ド ウに表示される指示

を注意深く読み、修復できない項目の種類を識別してから適切な処理を

してください。

［項目の提出］ 選択したファイルをシマンテッ ク社に送信します。この

オプシ ョ ンは Norton AntiVirus で検出されな くてもファ

イルが感染している疑いがある場合に使います。

［LiveUpdate］ LiveUpdate を実行して新しいウ イルス定義ファ イルと

プログラムの更新版の有無を調べます。このオプシ ョ ン

はウ イルス定義ファ イルをしばら く更新していなかっ

た場合に検疫にあるフ ァ イルの修復を試みる と きに使

います。

フ ァイルの種類 処理

感染ファ イルは （通常 .EXE の拡張

子が付く） 実行可能ファ イルです。

データファ イル（.DOC、.DOT、.XLS

などの拡張子が付く ファ イル） もマ

ク ロ ウ イルスに感染する こ とがあ

り ます。

問題を解決するには修復ウ ィザード を使

います。

p.6-2 の 「修復ウ ィザードの使い方」 を参

照して ください。

感染フ ァ イルはディ ス クのシステ

ム領域（ハードディ ス クのマスター

ブート レコード、 ブー ト レコード、

フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク のブー ト レ

コード） またはシステムフ ァ イル

（IO.SYS、 MSDOS.SYS など） です。

システム領域を修復できない場合、 救済

ディ スクセッ ト を使って復元できます。オ

ペレーテ ィ ングシステムのディ ス クでシ

ステム領域やシステムフ ァ イルを復元で

きるこ と もあ り ます。

p.3-4 の 「救済ディ ス クセッ ト について」

を参照して ください。
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コンピュータが正し く起動しない場合
p.2-2 の 「緊急用
ディ スクセッ トの
作成」 と p.3-4 の 
「救済ディ スクセッ
トについて」 を参
照して ください。

コンピュータ上にウイルスがいる と きにそのウイルスを除去するため

に未感染のディ ス クから コンピュータを起動する必要がある場合また

はブート レコードを復元する必要がある場合には救済ディ スクセッ ト

を使います。救済ディ スクセッ トがない場合には緊急用ディ スクセッ ト

を使ってコンピュータを起動してウイルスを除去できます。 ブート レ

コードを復元する必要があるのに救済ディ スクセッ ト がない場合また

はシステムファイルを復元する必要がある場合には Windows を再イン

ス トールする必要があ り ます。

救済ディスクセッ ト を使う必要がある場合 （Windows 98/
98SE/Me）

ウイルスが原因で Windows コンピュータが正常に起動しなくなったと

きには救済ディ スクセッ トが役立ちます。一部のウイルスを除去するに

は感染したハードディ ス クの代わりに未感染のディ スクでコンピュー

タ を起動する必要があ り ます。 その よ う な状況にな る と、 Norton

AntiVirus は警告を表示してユーザーに救済ディ スクセッ ト を使う よ う

に指示します。

救済ディ スクセッ ト を使う前に手も との救済ディ スクセッ ト が 新の

状態であるこ とを確認してください。 新の状態とは次のよ う な操作を

した後で作成または更新したこ とを意味します。

1 ハードウェアコンポーネン トの追加、 変更、 取りはずし

1 ハードディ スクのパーティシ ョ ンの追加、 再分割、 削除

1 オペレーティングシステムのアップグレード

1 ウイルス定義ファイルの更新

救済ディ スクセッ ト に入っているウイルス定義ファ イルが古いだけで

あれば、その救済ディ スクセッ ト を使っても問題はあ り ません。新種の

ウイルスを完全には認識できない場合があ り ますが、システムに害はあ

り ません。

救済ディ スクセッ ト を使う には

1 基本救済ブート フロ ッピーディ スク （基本救済ディ スクセッ トの 1

枚目） を ド ライブ A に挿入してコンピュータを再起動します。

Rescue プログラムが DOS で実行されます。
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2 矢印キーを使って実行したいプログラムを選択します。

選択したプログラムの説明が Rescue プログラムの右ペインに表示

されます。 次の選択肢があ り ます。

3 Enter キーを押し、 選択したプログラムを実行します。

4 画面の指示に従って救済ディ スクセッ トの挿入と取り出しをし

ます。

5 Rescue プログラムが完了したら ド ライブ A の救済ディ スクを取り

出し、 コンピュータを再起動します。

緊急用ディスクセッ ト を使う必要がある場合
p.2-2 の 「緊急用
ディ スクセッ トの
作成」 を参照して
ください。

救済ディ スクセッ ト を作成していない場合には緊急用ディ スクセッ ト

を使ってコンピュータを再起動してウイルススキャンできます。 

緊急用ディ スクセッ ト を使う には

1 緊急用ディ スク 1 を ド ライブ A に挿入してコンピュータを再起動

します。

緊急用プログラムが DOS で実行されます。

2 画面の指示に従って緊急用ディ スク 2 を挿入し、Go と入力後 Enter

キーを押して Norton AntiVirus 緊急用プログラムを開始します。

3 画面の指示に従って緊急用ディ スクセッ ト の挿入と取り出しをし

ます。

緊急用プログラムが自動的にコンピュータをスキャンしてウイル

スを除去します。

4 緊急用プログラムが完了したら ド ライブ A の緊急用ディ スクを取

り出し、 コンピュータを再起動します。

CD を緊急用ディスクとして使う場合
Norton AntiVirus CD を緊急用ディ スク と して使う場合、必要なすべての

情報がCD上にあるため、ディ スク変更のすべての指示を無視できます。

w CD-ROM ド ラ イブで起動するよ うにコンピュータのBIOS設定オプシ ョ

ンを変更する必要があるかもしれません。

［Norton AntiVirus］ コンピュータをウイルススキャンして感染ファ イ

ルを修復します。

［Rescue で回復］ ブー ト レコード とパーティシ ョ ンテーブルの情報

を調べて復元します。
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p.7-3 の 「コン
ピュータをフロ ッ
ピーディ スク ド ラ
イブでブート でき
ません」 を参照し
てください。

CD を緊急用ディ スクとして使う には

1 Norton AntiVirus CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

2 コンピュータを再起動します。

画面の指示に従ってコンピュータをスキャンしてウイルスを除去

します。

シマンテック社の Web サイ トでのウイルス
の検索

シマンテッ ク社の Web サイ トにすべての既知のウイルスと関連する悪

質なコードのリ ス トが説明と一緒に載っています。ウイルスを検索する

にはインターネッ トに接続する必要があ り ます。

ウイルスを検索するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［レポート (E)］ をク リ ッ ク し

ます。

3 レポートペインのオンラインウイルス辞典の行で［レポート を表示

(I)］ をク リ ッ ク します。

インターネッ トブラウザにシマンテック社のWebサイ トが開きます。

4 検索するウイルス情報に Web ページのリ ンクを使ってアクセスし

ます。

5 次のいずれかの操作をします。

2 検索するウイルス名を入力します。

2 アルファベッ ト順 リ ス ト をス ク ロールしてウイルスを見つけ

ます。

ウイルスを選択する とその説明が表示されます。
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Norton AntiVirus でのウイルスの検索
インターネッ トに接続していない場合には Norton AntiVirus 内部からウ

イルス名を検索できます。［ウイルス リ ス ト ］ダイアログボッ クスにロー

カルコンピュータ上にある現在のウイルス定義ファ イルのウイルスの

リ ス トが表示されます。 ウイルスの数が多いため、 ウイルス リ ス ト ファ

イルに各ウイルスの説明はあ り ません。

「第5章 LiveUpdate
に よ る 新の保護
体制の維持」 を参照
してください。

新のウイルス定義ファイルがあるこ とを確認するには LiveUpdate を

実行します。

ウイルスの名前と定義を検索するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［レポート (E)］ をク リ ッ ク し

ます。

3 レポートペインのウイルス リ ス トの行で ［レポート を表示 (P)］ を

ク リ ッ ク します。

特定のウイルスについて詳しい情報を表示するには

1 ［ウイルス リ ス ト ］ ダイアログボッ クスで詳しい情報を表示したい

ウイルスを選択します。

2 ［情報 (I)］ をク リ ッ ク します。

3 ウイルス情報の表示が終わったらウイルス情報ウ ィンド ウで［閉じ

る (C)］ をク リ ッ ク します。
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この章では、 Norton AntiVirus を使っている と きに起きやすい一般的な

問題とその対策を示します。テクニカルサポートに連絡する前に、 こ こ

に示す手順に従って問題の解決を試みてください。

シマンテック社のサービスとサポートの
Web サイ トでの情報探索

シマンテッ ク社のサービスとサポートの Web サイ トでは個人向け製品

と企業向け製品に分けて情報が用意されています。

シマンテッ ク社のサービスとサポート の Web サイト で情報を探索する
には

1 シマンテッ ク社の Web サイ ト （http://www.symantec.com/region/jp/

techsupp/） を参照します。

2 ［個人 /SOHO ビジネスのお客さま］ をク リ ッ ク します。

3 製品 （Norton AntiVirus） とバージ ョ ン （2003） を選択して ［次へ］

をク リ ッ ク します。

4 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

探している情報が見つからない場合にはWebサイ トの検索を試みます。

シマンテッ ク社の Web サイト を検索するには

1 シマンテッ ク社の Web サイ トで ［サーチ］ をク リ ッ ク します。

2 探している情報のキーワード となる語句を入力します。

検索方法については、 Web サイ ト上のヘルプを参照して ください。

3 検索したい Web サイ トの項目と地域を選択します。
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4 ［検索］ をク リ ッ ク します。

Norton AntiVirus のト ラブルシューテ ィング
Norton AntiVirus を使っている と きの問題とその解決策を示します。

救済ブートディスクが動きません

ハードディ ス クの製造元は製品ごとに設定や初期化のための固有の技

術を使うので、 Rescue プログラムは必ずしもブート可能な救済ブート

ディ スク （救済ディ スクセッ トの 1枚目） を自動的に作成できる とは限

り ません。 次のいずれかの方法を試します。

1 コンピュータ用の特別なブートディ スクがある場合には、それを救

済ディ スクセッ トに追加します。 ウイルスによる緊急時には、その

ディ スクから起動します。コンピュータが起動したら ド ライブから

ディ スクを取り出し、救済ブートディ スク （救済ディ スクセッ トの

1 枚目） を挿入します。 DOS プロンプ トで A:RSHELL と入力して

から Enter キーを押し、 画面の指示に従って操作します。

1 ディ スクマネージャまたはコンピュータに付属の類似のプログラ

ムを使って救済ブートディ スクをブート可能にします。修正した救

済ブートディ スクを確認のためにテス ト してください。

1台のコンピュータに 2 つ以上のオペレーティングシステム（たとえば、

Windows 2000 と Windows 98） が入っている と救済ブートディ スクがう

ま く動かないこ とがあ り ます。

Windows 98 で救済ブート ディ スクを修正するには

1 コンピュータをハードディ スクから起動します。

2 救済ブートディ スクをド ライブ A に挿入します。

3 DOS プロンプ トで SYS A: と入力します。

4 Enter キーを押します。

この操作によってオペレーテ ィ ングシステムのフ ァ イルが救済

ディ スクセッ トにコピーされます。確認のために救済ブートディ ス

クでコンピュータを再起動します。
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「救済ディスクセッ ト を使って ください」 という警告
メ ッセージが表示されますが、 救済ディスクセッ ト を作
成していません
p.2-2 の 「CD から
緊急用ディ スク
セッ ト を作成する
には」 を参照して
ください。

Norton AntiVirus CD を使って救済ディ ス クセッ ト の代わ り の緊急用

ディ スクセッ ト を作成できます。緊急用ディ スクセッ ト を使ってもほと

んどの緊急時から回復できます。

p.6-10 の 「CD を緊
急用ディ スク と し
て使う場合」 を参
照して ください。

CD-ROM ド ラ イブでコンピュータを起動できる場合には Norton 

AntiVirus が入っている CD を緊急用ディ スク と して使えます。

緊急用ディ スクセッ ト を作成したらそれを使って問題を解決します。

コンピュータをフロッピーディスク ド ライブでブートで
きません

コンピュータが起動時にフロ ッピーディ スク ド ラ イブを調べない場合、

コンピュータのセッ ト アッププログラムを使って設定を変更します。

コンピュータのセッ ト アッププログラムを使って変更をする と きには

注意してください。特に初めて使う場合には、セッ ト アッププログラム

を起動する前にコンピュータのハード ウェアのマニュアルに目を通し

てください。

コンピュータの設定を変更するには

1 コンピュータを再起動します。

画面に次のよ う な メ ッセージが表示されたらキーを押すこ とで

セッ ト アッププログラムを起動できる状態です。
Press F1 for Setup.

2 画面の指示に従ってキーをいくつか押し、セッ ト アッププログラム

を起動します。

3 初にド ライブ A、 次にド ライブ C の順にブートするよ うにブー

ト シーケンスを設定します。

セッ ト アッププログラムはハード ウェアの製造元ごとに異な り ま

す。ブート シーケンスオプシ ョ ンが見つからない場合には、セッ ト

アッププログラムのヘルプかシステムに付属のマニュアルを参照

するか、 またはシステムの製造元に問い合わせてください。

4 変更を保存してセッ ト アッププログラムを終了します。

救済ブートディ ス クではな く特別なブートディ ス クを使う必要がある

かもしれません。その場合、 コンピュータに付属のブートディ スクまた

は起動ディ スクを使ってください。
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p.7-2 の 「救済ブー
トディ スクが動き
ません」 を参照し
てください。

コ ンピ ュータに 2 つ以上のオペレーテ ィ ングシステム （た と えば、

Windows 2000 と Windows 98） がインス トールされている場合には救済

ブートディ スクを修正する必要があるかもしれません。

コンピュータの起動時に Auto-Protect がロード されま
せん

Windows のタスクバーの右端に Norton AntiVirus Auto-Protect アイコン

がない場合、 Auto-Protect はロード されていません。原因と しては以下

の 3 つの可能性が考えられます。

Windows がセーフモードで起動した可能性があ り ます。シャ ッ ト ダウン

が正常に完了しなかった場合、 Windows はセーフモードで再起動しま

す。たとえば、Windows のスタート メニューで ［Windows の終了 (U)］ を

選択する前にコンピュータの電源を切った場合です。

Windows を再起動するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Windows のスタート メニューで［Windows の終了 (U)］を選択します。

3 ［Windows の終了］ ダイアログボッ クスで ［再起動する (R)］ を選択

します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

Norton AntiVirus の設定が Auto-Protect を自動的に起動する状態になっ

ていない可能性があ り ます。

Auto-Protect が自動的に起動するよう に設定するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィンド ウの ［システム］ で ［Auto-Protect］ をク リ ッ

ク します。

4 ［Windows の起動時に Auto-Protect を起動する (S)( 推奨 )］ にチェ ッ

クマークが付いているこ とを確認します。

Norton AntiVirus の設定が Auto-Protect アイコンを ト レーに表示する状

態になっていない可能性があ り ます。

Auto-Protect アイコンをト レーに表示するには

1 Norton AntiVirus を起動します。
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2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィンド ウの ［システム］ で ［Auto-Protect］ をク リ ッ

ク します。

4 ［Auto-Protect アイコンを ト レーに表示する (H)］ にチェ ッ クマーク

が付いているこ とを確認します。

スキャンしてウイルスを除去しましたが、 まだファイル
がウイルスに感染しています

ウイルスが再び現れる理由としては以下の 4 つの可能性が考えられます。

Norton AntiVirus のスキャン対象になっていない拡張子が付く ファ イル

にウイルスがいる可能性があ り ます。

Norton AntiVirus のスキャンオプショ ンをリ セッ ト するには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィンド ウの ［システム］ で ［手動スキャン］ をク リ ッ

ク します。

4 ［ウイルススキャンするファ イルの種類］ で ［完全ファイルスキャ

ン (O)( 推奨 )］ を選択します。

5 ［手動スキャン］ で ［Bloodhound］ をク リ ッ ク します。

6 ［Bloodhound ウイルス検出技術を有効にする (E)( 推奨 )］ にチェ ッ

クマークが付いているこ とを確認し、［ 高の保護レベル (H)］ を選

択します。

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

8 使うすべてのディ スクをスキャンしてすべての感染ファ イルを修

復します。

感染源はフロ ッピーディ スクの可能性もあ り ます。使うすべてのフロ ッ

ピーディ スクをウ イルススキャンしてウイルスがいないこ とを確認し

ます。

p.6-9 の 「救済ディ
スクセッ ト を使う
必要がある場合
（Windows 98/98SE/
Me）」 を参照して
ください。

も う 1 つの理由と してブート レコードからウイルスを除去した後も メ

モ リ にウイルスが残っている可能性があ り ます。 そのためブー ト レ

コードに再び感染します。 救済ディ スクセッ ト を使ってウイルスを除

去します。
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共有ネッ ト ワーク ド ラ イブ経由で送信された ト ロ イの木馬またはワー

ムが問題の場合には Norton AntiVirus が問題を解決できるよ うにネッ ト

ワークから接続解除するかド ラ イブをパスワード保護する必要があ り

ます。

感染ファイルを Norton AntiVirus が修復できません
「第5章 LiveUpdate
に よ る 新の保護
体制の維持」 を参照
してください。

Norton AntiVirus が感染ファイルを修復できない理由と して も考えら

れるのは 新のウイルス定義ファ イルがコンピュータ上にないこ とで

す。新種のウイルスからコンピュータを保護するにはウイルス定義ファ

イルを定期的に更新します。

LiveUpdate を使ってもまだ感染ファイルを修復できない場合、ファ イル

が壊れているか、または 新のウイルス定義ファイルに定義が入ってい

ない新種のウイルスに感染している可能性があ り ます。次の 2 つの方法

があ り ます。

p.6-7 の 「検疫に
ファ イルがある場
合」 を参照してく
ださい。

1 ファ イルを検疫してシマンテッ ク社に提出します。

1 感染ファ イルを削除します。 感染ファ イルがプログラムだった場

合、 インス トールディ スクでプログラムを再インス トールします。

感染ファイルがデータファイルだった場合、未感染のバッ クアップ

があればバッ クアップディ スクからコピーし直します。

基本救済ディスクセッ ト をテス トするとエラーが表示さ
れます

救済ディ スクセッ ト をテス ト したと きに 「Non-system disk, replace the 

disk and press any key」 という メ ッセージが表示された場合、 フロ ッ

ピーディ スクのブート ファ イルが正し く用意されていない可能性があ

り ます。

ディ スクを再フォーマッ ト しないで救済ブート ディ スクを修復して新
しい救済ディ スクセッ ト を作成するには（ Windows 98 の場合）

1 救済ブートディ スクを取り出してコンピュータを再起動します。

2 救済ブートディ スクをフロ ッピーディ スク ド ライブに挿入します。

3 Windows のスタート メニューで［ファ イル名を指定して実行 (R)］ を

選択します。

4 ［ファ イル名を指定して実行］ ダイアログボッ クスで SYS A: と入

力します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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電子メールメ ッセージを受信できません

この問題に対する解決策は 3 通りが考えられます。

電子メール保護を一時的に無効にします。こ うする と問題の電子メール

メ ッセージがダウンロードできるよ うになり、電子メール保護を再び有

効にでき る可能性があ り ます。 電子メール保護が無効の間は Auto-

Protect と スク リプ ト遮断で保護されます。

着信電子メ ール保護を一時的に無効にするには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィンド ウの ［インターネッ ト ］ で ［電子メール］ をク

リ ッ ク します。

4 ［着信電子メールをスキャン (E)( 推奨 )］のチェ ッ クマークをはずし

ます。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 電子メールをダウンロード します。

7 着信電子メール保護を再び有効にします。

電子メールク ライアン トが時間切れになった可能性があ り ます。時間切

れ保護が有効になっているこ とを確認します。

電子メールメ ッセージをダウンロードする と きにまだ問題が起きる場

合には電子メール保護を無効にします。

電子メ ール保護を無効にするには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィンド ウの ［インターネッ ト ］ で ［電子メール］ をク

リ ッ ク します。

4 ［着信電子メールをスキャン (E)( 推奨 )］のチェ ッ クマークをはずし

ます。

5 ［発信電子メールをスキャン (O)( 推奨 )］ のチェ ッ クマークをはず

します。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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電子メールメ ッセージを送信できません

電子メールサーバーとの接続が解除されたため Norton AntiVirus で電子

メールメ ッセージを送信できなかった旨のメ ッセージが表示された場

合、電子メールクライアン トはメールの送受信後に自動的に接続解除す

る設定になっている可能性があ り ます。

発信電子メールメ ッセージのウイルススキャンのために Norton AntiVirus

はメ ッセージを捕捉してスキャンしてから電子メールプロバイダに送信

します。 この問題を解消するには電子メールクライアン ト内でこのオプ

ションをオフにします。オフにするための操作手順については電子メール

ク ラ イアン ト のマニュアルを参照して く ださい。 この問題は Norton

AntiVirus の発信電子メールのスキャンを無効にして解消するこ と もでき

ます。

発信電子メ ールのスキャンを無効にするには

1 Norton AntiVirus を起動します。

2 Norton AntiVirus メ インウ ィンド ウで ［オプシ ョ ン (O)］ をク リ ッ ク

します。

3 オプシ ョ ンウ ィンド ウの ［インターネッ ト ］ で ［電子メール］ をク

リ ッ ク します。

4 ［発信電子メールをスキャン (O) ( 推奨 )］ のチェ ッ クマークをはず

します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。



用語集
e-mail 「電子メール」 を参照して ください。

HTML WWW 上の文書用の標準言語 （HyperText Markup 

Language の略）。 テキス ト ファ イルにコードを挿入し

て Web ページの単語やイ メージをユーザーにど う表

示するか、 文書間のハイパーテキス ト リ ンクをど う

定義するかについて Web ブラウザに指示します。

JavaScript Javaに似ているがそれよ り も機能が劣るスク リプ ト言

語。 JavaScript のコードは Web ページに入れて対話な

どの機能を追加できます。

LAN Local Area Network の略。 リ ソースを共有する目的で

接続されるコンピュータの集ま り。LAN のコンピュー

タは典型的には 1 本の伝送ケーブルで結ばれ、 1 つの

建物または建物内の部署のよ う な限られた場所に設

置されます。

POP3 インターネッ ト接続経由で リ モー ト サーバーから電

子メールを取り込むために使われる電子メールプロ

ト コル （Post Office Protocol 3 の略）。

Web サイ ト 単一の会社、 部署、 個人が管理する Web ページの集

ま り。 Web サイ トはテキス ト 、 グラフ ィ ッ ク、音声と

映像のファ イル、 他の Web ページへのハイパーリ ン

クを含むこ とができます。

Web ページ 重複のない URL で識別される WWW 上の単一の文書。

Web ページにはテキス ト 、 ハイパー リ ン ク、 グ ラ

フ ィ ッ クを格納できます。
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WWW World Wide Web の略。 世界中の Web サーバー上に格

納されているハイパーテキス ト文書の集ま り。Web と

もいいます。Web を使う と、HTML 形式で格納されて

いる大量の文書に Web ページと して汎用アクセスで

きます。

アイコン ファ イル、 フォルダ、 ディ スク、 その他のオブジェク

ト を表現するために使う小さい絵。

アクセス権 ユーザーまたはグループがアクセスでき るフ ァ イル

や操作の種類と、それらのディ レク ト リやファイルに

対しユーザーまたはグループに許可されているこ と。

圧縮ファイル ディ ス クの空き容量を確保または転送時間を短縮す

る目的で特別なデータ記憶形式を使って圧縮し た

ファ イル。

インターネッ ト 無数のコンピュータが接続している地球規模の分散

ネッ ト ワーク。

ウイルス ユーザーによる認知または許可な く コンピュータの

動作を改変する よ う に意図的に書かれた自己増殖プ

ログラム。ウイルスは自己の複製を他のファ イルに付

着し、活動する とファ イルを損傷した り、 コンピュー

タの誤動作の原因になったり、不愉快なメ ッセージを

表示するだけだったり します。自己増殖はウイルス と

ト ロ イの木馬プログラムやワームのよ う な他のウ イ

ルスら しいコンピュータ感染と を区別します。 「ウ イ

ルスら しい活動」 も参照して ください。

ウイルス定義 ウ イルス対策プログラムが特定のウ イルスの存在を

認識してユーザーに通知でき る よ う にする ウ イルス

情報。 「未知のウイルス」 も参照して ください。

ウイルス定義ファイル Norton AntiVirus がウイルスの検出と感染ファイルの

修復に使う ファ イル。ウイルス定義ファイルは定期的

に更新する必要があ り ます。LiveUpdate はウイルス定

義フ ァ イルの更新版をダウンロードする処理を自動

化します。

ウイルスらしい活動 未知のウイルスによる可能性があると Norton AntiVirus

が認める活動。 ウイルスらしい活動の警告は必ずしも

ウイルスの存在を示すとは限り ませんが調査するべき

です。

ウイルスリス ト Norton AntiVirus にウイルスの定義があるすべてのウ

イルスを示すリ ス ト 。 定期的に更新する こ とが重要

です。
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オペレーテ ィングシス

テム

コンピュータのハード ウ ェア と ソ フ ト ウェアの機能

を制御してディ スク、 キーボード、 マウスなどの入出

力装置と結び付けるプログラム。

書き込み禁止 書き込み禁止になっているディ ス クはウ イルス感染

を防ぎます。 3.5 インチディ ス クを書き込み禁止にす

るには、ディ スクの裏側のタブをスラ イ ド して穴が見

えるよ うにします。 「読み取り専用」 も参照して くだ

さい。

拡張子 フ ァ イルを活動またはプログラム と関連付ける こ と

ができる、 ファ イル名の 後の 3 文字。 ファ イルをダ

ブルク リ ッ クする とそれに関連付けされたプログラ

ムが起動します。 拡張子の例を挙げる と .txt （テキス

ト ） や .exe （プログラム） があ り ます。

感染ファイル ウイルス、 ト ロ イの木馬、 ワームが入っているファ

イル。

管理者 1. ネッ ト ワークの操作を管理する人。2. ネッ ト ワーク

上でのプロ グ ラ ムのイ ン ス ト ール と ワーク ステー

シ ョ ンへの配布のためのプログラム設定に責任のあ

る人。ワークステーシ ョ ン上のセキュ リ テ ィ設定の更

新もできます。

既知のウイルス Norton AntiVirus に定義があるウイルス。 「ウ イルス定

義ファ イル」 も参照して ください。

起動ディスク コンピュータを起動するのに必要なシステムフ ァ イ

ルが入っているディ スク。緊急時にコンピュータを再

起動するために使えるフロ ッピーディ ス クまたは CD

を一般に指します。

脅威 データの破壊、暴露、修正やサービスの拒否の形でシ

ステムに害を及ぼす可能性のある状況、イベン ト 、人。

警告 エラーが起きたこ と または警告を知らせるためにGUI

で表示されるダイアログボッ クス。

検疫 フ ァ イルを開く または実行する操作ができないよ う

に、ウイルスがいる疑いのあるファ イルを隔離するよ

うに Norton AntiVirus が設定するディ スクの場所。

時間切れ 特定のタス クを完了する必要のある前もって決めら

れた期間。タスクの実行前または実行中に時間切れ値

に達する とそのタス クは取り消されます。

実行可能ファイル 起動できるプログラムコードが入っているファイル。通

常はプログラムまたはシステムファイルをいいます。
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スク リプ ト ユーザーの介入なしで実行できる命令のリ ス ト 。他の

種類のプログラムとは異な り、スク リプ トはテキス ト

エディ タまたはワープロで開く こ とができるため、変

更が非常に簡単です。スク リプ トの例と しては、Visual

Basic プログラムやネッ ト ワーク ログインス ク リプ ト

があ り ます。

ダウンロード モデムまたはネッ ト ワークを通して1台のコンピュー

タシステムから別のコンピュータシステムにフ ァ イ

ルを転送するこ と。 近ではインターネッ トのサイ ト

またはオンラ インサービスのBBSからファ イルを転送

する動作を指すと きによ く使う用語です。

データフ ァイル プログラムによって作成されそのプログラムに関連

付け された、 実行コードが入っていないフ ァ イル。

ワープロ文書、データベース、表計算ワークシート な

どはデータファ イルの例です。

電子メール コンピュータネッ ト ワーク経由で他の人と メ ッセー

ジやファ イルを交換する方法。 送信用の一般的なプ

ロ ト コルは SMTP （Simple Mail Transfer Protocol の略）

で、受信用の一般的なプロ ト コルは POP3（Post Office

Protocol 3 の略） と IMAP4 （Internet Message Access

Protocol 4 の略） です。 Web ベースの電子メールサー

ビスは HTTP （HyperText Transfer Protocol の略） を

送受信に使います。

ト ロイの木馬 役立ちそ う だった り娯楽性があるよ う に見えるけれ

ど も損傷を引き起こ した り システムに悪意のある こ

と をする よ うに設計されている こ とがよ く ある破壊

的なプログラム。ウイルス とは異な り、 ト ロ イの木馬

は増殖しません。実行する と コンピュータ上で悪意の

ある動作をする ものと、 Back Orifice のよ う にハッ

カーのために リ モー ト制御機能を提供する ものがあ

り ます。

ネッ トワーク ユーザー間で情報とハード ウ ェアを共有するために

作業グループ内で互いに接続されている コンピュー

タ とハード ウェアの集ま り。

パスワード ネッ ト ワーク またはプログラムに対し身元を確認す

るためにユーザーが入力する文字列。 も安全なパス

ワードは推測しに くいパスワードで、 大文字と小文

字、 数字、 記号を組み合わせて作り ます。

ハードディスク ディ ス ク との間でデータの読み書きをするデバイス。

フ ァイルの種類 ファ イルに格納される、プログラムとファ イルを関連

付けるコード。
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ブート レコード ディ ス クのアーキテクチャ （セク タサイズ、 ク ラスタ

サイズなど） を識別する、 各ディ ス クの先頭セク タ。

起動ディ ス クの場合にはオペレーテ ィ ングシステム

をロードするプログラム もブー ト レ コードに格納さ

れます。

ブラウザ GUIでインターネッ トのナビゲーシ ョ ンが簡単にでき

る ソ フ ト ウ ェアアプ リ ケーシ ョ ン。 ブラ ウザを使 う

と、ユーザーは難しいコンピュータコマンドを覚えな

くても メニュー、 アイコン、 ボタンをク リ ッ クできま

す。 Web ク ラ イアン ト と もいいます。

プログラム コンピュータで実行できる、特定の目的のために作ら

れた一連の命令。 たとえば、 ワープロや表計算ソフ ト

があ り、 ソフ ト ウェアと もいいます。

未知のウイルス Norton AntiVirus がウイルス定義ファ イルに定義して

いないウイルス。 「ウ イルス定義ファ イル」 も参照し

て ください。

読み取り専用 読み取 り はでき るが書き込みまたは消去でき ない

データが入っているディ ス クまたはフォルダ。 「書き

込み禁止」 も参照して ください。

リムーバブルメディア 固定であるハードディ ス ク とは対照的な取りはずし

でき るディ ス ク。 リ ムーバブルメディ アの例と して

は、 フロ ッピーディ スク、 MO ディ スク、 CD （コンパ

ク トディ スク） があ り ます。

ローカル リ モー ト コ ン ピ ュ ー タ と は対照的な自分の コ ン

ピュータを指す用語。

ログ コンピュータ上で起きるイベン ト と処理の記録。

ワーム 別のプログラムに感染しないで増殖するプログラム。

デ ィ ス クか らデ ィ ス クに自己を コ ピーし て広がる

ワーム と メモ リ でのみ増殖し コンピュータの処理速

度を低下させるワームがあ り ます。
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